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１・実家にお引越し












　久しぶりの、実家の最寄り駅。そこは新宿から電車で二十分ほど二十三区の外れに当たるが、緑が多く環境がいい。

　父がここに家を建てたのは、子供の教育のためと、小田急線には千代田線が乗り入れているから、という理由だったらしい。

　住宅ローンはかなりのものだったと思うのだけど、そんなにがんばってくれたわりには、子供たちの出来は今ひとつな気がする……。

（おまけに、二人とも田舎に行っちゃったし……）

　大きなスーツケースをゴロゴロと引っ張って歩いていると、あったはずの家が無くなっていたり、見慣れない店が増えていたりして、

（四～五年経てば、変化もあるよねえ）

　そんなことを思いながら、わたし、山崎乃愛は駅から歩いて八分の実家に向かっていた。

　東京の大学を卒業後バッグメーカーに就職し、関西勤務になったのだが、その二年後に父が退職、両親は田舎暮らしがしてみたいと言って山梨へ引っ越していった。別に故郷に帰ったというわけじゃないから、向こうでのログハウスも賃貸で、いずれは東京に戻ってくるつもりらしいけれど。まぁ、仲良くやっているようだ。

　実家は売りにも出されず空き家になったわけでもなく、そのときまだ大学生だった、三つ年下の弟の晴彦はるひこが残って暮らすことになった。

　でも……。晴彦と二人で過ごすために年末年始に東京に帰省する、なんてことは考えもしなかった。忙しかったというのも理由のひとつだ。両親のいる山梨に行ったことはあるけれど。帰省というのは親に元気な顔を見せるためにするものだし、弟に会っても仕方ない。

　そんなわけでわたしがこの地に戻るのはかなり久しぶりのことなのだった。

（到着。やっと着いた）

　ホッとした。

　荷物が軽ければ八分くらいなんでもないが、大きなスーツケースを転がしながらなのでちょっと疲れた。

　土地に対していっぱいいっぱいに建てられたニ階建ての一軒家は、それでも家族四人が住むくらいなら十分な広さで、玄関前の小さな庭に植えられたジューンベリーの木が屋根の上に届くくらいまで枝を伸ばしていた。

　日曜の午後三時。都内の建設会社に勤める晴彦は、わたしが到着するということもあり家にいるはずだ。鍵は持っているが、無断で入るのも悪いかと思ったので、わたしは『山崎』と書かれた表札の隣にあるインターホンを押した。

　ところが。

「はいどうぞ。乃愛さんですよね？　鍵、開いてますよ」

（え？？？）

　インターホンの向こうから聞こえてきた声は、晴彦のものではなかった。

　でも……。この声、知ってる。よく知ってる。

　知ってるけど。

（なんで？？？）

　大混乱していると、向こうからドアが開けられた。

「お帰りなさい、乃愛さん」

「え？　なんで、文仁がいるの？　ど、どうして？」

　目の前にいたのは、平井ひらい文仁ふみひとだった。

　びっくりしすぎて、とっさには何も考えられず、頭が真っ白になった。

（何で文仁が……。何なの、一体。これはどういうこと。それにしても、前にもましてカッコよくなっちゃって……）

　二重で、ちょっと吊目、細い顎。黒縁の眼鏡が似合うクールな風貌は昔から変わらないが、社会人になってますますシャープになったような気がする。なんとなくだけど、見た目に『甘さ』が無くなった。

　ほっそりとした体格は以前と変わらないが、雰囲気が華奢なわりには、脱ぐと筋肉質な、いわゆる細マッチョ体型であることは知っている。

　何しろ、幼なじみだから。

「乃愛ちゃん、お帰り」

　文仁の後ろには、晴彦も立っている。晴彦は高校生になった頃からわたしのことを『お姉ちゃん』と呼ばなくなり『乃愛ちゃん』というようになってしまったのだ。そして、その二人のさらに後ろに、見知らぬ、やはり同年代の男女が立っており、四人ともニコニコしていて、わたしは呆気に取られてしまった。










「別に文句はないだろ？　乃愛ちゃんの部屋はちゃんとそのままにしていたんだし、何も困ることはないんだから。むしろ、俺と乃愛ちゃんにとっては家賃収入が入って生活が潤うってことなんだよ」

「それにしたって、事前にひとこと言ってくれなきゃダメじゃない？　それに、お父さんやお母さんは知ってるの？」

　ナラ無垢材で作られた六人掛けのダイニングテーブルで、文仁が淹れてくれたコーヒーを飲みながら、わたしは一応、小さな声で晴彦に不平を言ってみた。

　このテーブルは、わたしと晴彦がまだ小学生だった頃から使っている、思い出のテーブルなのだ。確か父が大枚はたいて買ってきたと聞いている。母はそのとき、『テーブルなんかにお金かけるなら、もっと欲しいものがあったのに！』と怒ったそうだが。

「別にいいじゃん、そんな固いこと言わなくたって。まだ話してないけど、なんとなく流れでこうなった感じだしさ」

　晴彦は軽く言い放った。

（そうなのかもしれないけど……）

「要するに、うちがルームシェア物件になっちゃってる、ってことよね」

「友達と一緒に住んでるってだけだよ。別に不動産会社を通して募集したってわけでもないんだし。そんな大げさなもんじゃないよ」

「そうかもしれないけど」

　文仁は、というと、コーヒーを淹れてくれたあとは、どこかに消えてしまった。おそらく家の中にいるのだろうけど。あとの二人も、部屋に戻ってしまった。

（美味しい……）

　気持ちが落ち着く味。文仁は昔から、コーヒーを淹れるのが上手いし、料理も好きだった。

　わたしがここに着いたときには、もう部屋のセッティングがほとんど済んでいて、あとは細かいものを自分で片づけるだけになっていた。それはどうやら晴彦と文仁のおかげみたいで、助かったけど。

　それにしてもまさか実家がこんなことになっていたなんて。転勤が決まって実家に戻ることを晴彦に告げたときは、ひとことも言っていなかったのに。

（よりにもよって、男三人でルームシェア……。わたしはどうしたらいいのよ？　しかもそのうちのひとりは文仁だなんて）

　晴彦と、晴彦と同い年で幼なじみの文仁。そして文仁の大学時代の同級生だという、広告代理店に勤めている英俊ひでとし、という青年。さっきの女の子は英俊くんの彼女で、瑠衣るいちゃんという大学生の女の子らしい。ここに住んでいるわけではないが、ほとんど毎日のようにいるそうだ。

　晴彦は、中肉中背で若干筋肉質の、わが弟らしい地味な青年だ。父とよく似ている。

　英俊くんは、背が高く華やかな雰囲気で、美人顔でスタイルが良く、黒髪ロングの瑠衣ちゃんとすごく釣り合いが取れている。

　わたしは、というと、顔もスタイルも、いいなんてとても言えない。背が低めで中肉中背、髪はセミロングにゆるパーマをかけているだけ。化粧して髪を巻けばまぁそこそこに見えるだろうけど、化粧を落として服を脱ぐとそこにいるかいないかわからないくらいに地味になってしまう、透明人間みたいな女子だと思う。そんなに元の顔は地味なのに、ショップ店員でブランド勤めの身なので、毎日少ない服を総動員して自社ブランドのバッグを持ち、精一杯着飾っているという感じだ。

（まったく、もう……）

　なんだか頭がくらくらした。ただでさえ引っ越しで疲れているというのに、考えただけで、なんだか……。

「こんなこと、先に言って欲しかったよ。勘弁してよ……」

　そう言うと、晴彦がいちおう悪いと思ったのか、ごめん、と謝った。

　先に聞いていたら、わたしは最初から実家に住むなんて考えなかっただろう。どこかにアパートを借りたと思う。

「でもさ、文仁が、こういうことはサプライズのほうがいいんじゃないって言うから、ついさぁ」

「はぁ？　サプライズ？　そんなの、ダメに決まってるでしょ？　こんな大事なことで」

　ますます頭が痛くなった。

（文仁。なんでまたそんな）

　情けないことに……。さっき久しぶりに会ったときから、実はずっとドキドキしている。というか、ドキドキしっぱなしだ。どうしたらいいんだろう。

　サプライズだなんて。そんなの、嫌いだ。わたしは基本的に堅実なのだ。びっくりするのなんて嫌いだ。できるだけびっくりしないで暮らして行きたいと常々思っている。

　頭の中がぐるぐる回っている。どうしたらいいかわからなくなっている。だって……。

　文仁のことは幼いころからよく知っている。弟と同い年だから、三つ下。そんな文仁は――実は初恋の相手でもあったりする。

（問題は、初恋以外に、わたしに恋がないってことなんだけど……二十八にもなって）

　でも、弟と同い年の年下の幼なじみに素直になれるはずもなくって、拗らせた挙句――わたしは大学生の頃、文仁をからかって……。あんなことになって……。だから……。

（もう、二度と会えないと思っていたのに。サプライズだなんて……。何なの、一体）

　わたしとしては。文仁には合わせる顔がない、という心境だった。

　できることならこのまま一生、会わないで済めばそれに越したことはないのだろうと思っていた。

　久しぶりに飲んだ、文仁のコーヒーはとても美味しかったけど……。

　目の前はなんだか、暗かった。










「乃愛さん、このサーモンピンクの『ルチア』はどこに置きますか？　ここじゃ、ちょっと」

「オレンジの『ダニエラ』の隣じゃ、映えないですよね。うーん、仕方ないから、ネイビーの『ナディア』の隣に並べてください！」

　店長であるわたしと副店長である宮島さんは、ああでもないこうでもないと売り場を弄っていた。

　新作発売の前日とその日の朝は、いつもバタバタだ。デパート内の店舗だから、最後の点検は開店前に行うことになる。昨夜あれほど相談して『これでいい』と思ったディスプレイが、朝になって見てみるといまいちに思えることはしょっちゅうだ。

　わたしの勤め先は国産の女性向けバッグメーカーで、ブランド名は『カヴァティーナ』。昭和の時代から革製品を扱う会社で、今は国内の各都市に店舗がある。大阪では副店長をしていたのだが、東京のショップでは店長として働くことになった。配属は新宿店である。ショップスタッフは全員女性だ。

「『ルチア』本当にエレガントで可愛いですよね！」

「そうですね。少しでも多くのお客様に目を止めていただけるようにしないと」

『カヴァティーナ』では、春と秋に新作発表がある。春には春夏に相応しい色合いのものが出揃い、見ているだけで楽しい気分になる。

　開店すると間もなく、常連のお客様がみえたり電話での問い合わせがあったりと、ショップは瞬く間に忙しくなった。お買い物が好きな女性は多い。バッグや小物などは嗜好品みたいなものだから、気に入ったラインをコレクションしたり、家で眺めて楽しんだり。わたしはそんなお客様たちと女子トークをするのが好きだし、得意だった。

（この感じ、好きだなぁ）

　入社してから六年、働き始めた頃よりもますます『カヴァティーナ』に愛着が沸いてきている。

　入社してすぐから二年ほど、本社でバッグのデザインやコンセプトを考える部署にいた。『カヴァティーナ』では最初に新作を少しだけ作り、店舗で様子を見る。売れることがわかった時点で定番化していく。冒険が許され、若者が活躍できる土壌がある。ウェブサイトでも販売しているので、各店舗ごとにあるブログを使って、バッグの細かい説明やショップスタッフによるコーディネート画像を上げる。忙しい業務の間にブログを更新するのは大変なときもあるけれど、わたしはわりと楽しんでいる。

　新作の『ルチア』はＢ５が入るミドルサイズのバッグで、手持ちもできるしショルダーで肩掛け、斜め掛けと三通りの使い方ができるので、あまり大きなバッグが好まれない昨今、ちょうどいい感があって売れるのではないかと踏んでいる。

「いらっしゃいませ。春の新作が出揃ってございますので、どうぞごゆっくりご覧ください」

　お客様が一瞬途切れていたときに、ふらりとショップに入ってきた、品の良い四十代後半とおぼしき女性に声をかけると、

「こんにちは。あら、新しい方？」

　と、挨拶を返された。どうやら常連さんのようだ。

「はい！　先日からこちらで勤務させていただいております、山崎と申します」

「そうなのね、初めまして。わたし、『カヴァティーナ』のバッグが大好きなの。新作が出ると知って、朝からそわそわして見に来ちゃった。櫻井と申します、よろしくね」

（きれいな人だな。若い頃はさぞかし……。っていうか、ん？　なんとなく見たことがあるような……。でも、知り合いじゃないし、これまで応対したお客様でもないし、記憶にないなぁ……）

　何となく引っかかったけれど、思いつかない。

　電話対応や品出しなどでちょうどアルバイトさんと宮島さんが奥に入ってしまっていたので、わたしひとりで応対した。

　お客様には二通りいる。店員と必要以上のおしゃべりはしたくない人と、むしろおしゃべりしたい人だ。櫻井さんは後者のようで、何かと気軽に話しかけてくる。

　バッグ屋に勤めるものの習いで、わたしはまずお客様のバッグに目を止める。その次に靴や装飾品、そして服。ファッション傾向や、どれくらいのお金を持っているのかを、それで大体はかるのだ。

　もちろん、普段着でジャージのような恰好でやってきて、バーンと買い物していく方もたまにはいるが、少数派だ。

　特に『カヴァティーナ』は、いわゆる海外のハイブランドとは違ってそこまでのネームバリューもないし、値段も張らない。国内ブランドとして、三万円から十数万円くらいの価格帯で堅実な商売をしているブランドであり、お客様にもいわゆる『一点豪華主義』や『買い物依存症』の人はほとんど見当たらない。全体のバランスを大事にしている方が多いように思う。

（うわ。いいハイヒール、履いてるなあ）

　櫻井さん、という上品なおばさまが履いていたのはイタリアの高級ブランドのヒールだった。セレブ女優が赤い絨毯の上で履いていてもおかしくない品物。それがきちっと、板についている。

（うーん。ただものじゃ、ないかも……）

　アクセサリーはピアスのみだったが、おそらくダイヤ。時計も指輪もしていなかったが、最近はお金持ちでも腕時計をしていない人は多い。服のブランドまではわからなかったが、しっくりと似合っていて素敵だった。華美ではないが、きちんとした自分のスタイルを確立している女性という気がした。

　全体の雰囲気から、この人きっと若くはないな……と思うものの、肌や髪の状態も、手をかけてきれいに整えてある。

　そしてバッグはというと。うちの、去年の秋冬の新作だった。品のいいキャメル色の革バッグ。弾力のある上質のシュリンクレザーは、決まった工房でしか風合いが出せず、各店舗五つしか販売できなかったと聞いている。その分、『カヴァティーナ』にしてはかなり値が張ったバッグだった。

「『ラウレッタ』とてもお似合いですね！　お持ちいただいて、本当にありがとうございます」

　素直に声が出た。櫻井さんには、本当によく似合っていた。似合う方に持っていただけた、ということが嬉しい。

「ふふ、『ラウレッタ』、すっごくお気に入りよ。これ、いいわよねえ。旅行でも仕事でも、どこにでも持って行けるもの。わたし、海外に行くときは必ず『カヴァティーナ』のバッグにするの。あっちのお友達も、日本のブランドのバッグってことでかえって興味を持ってくれて、お土産にしたこともあるのよ」

「『ラウレッタ』は本当に、いろんな場面に合いますよね！　小振りで、とても上品で」

「あら。こちら、新作？　わぁ、可愛い！」

「はい、そうなんです！　こちら今期の新作の『ルチア』です。『ルチア』もすごく可愛いですし、使いやすいですよ！　ぜひお手に取って、お鏡で合わせてみてくださいませ。今ならすべて揃っておりますから、全色、お持ちしますね！」

「春だから、白が良いかしら？　ピンクも可愛いし、ミントグリーンも素敵。でもこちらの少し落ち着いたお色もいいわねえ」

「こちらベージュですが、ふんわりとしたニュアンスカラーにパールが入っているので華やかなんですよ。それでいて落ち着きもあって、どんなお洋服にも合わせやすいです」

「そうねえ、白より良いかも！　白のパール入りのバッグは、もう持っているし」

　そして。結局櫻井さんが、最初のルチア購入者になってくれた。

　櫻井さんが嬉しそうに紙袋を抱えてショップを出ていくと、宮島さんが奥から出てきた。どうやら作業しながらこちらの様子を眺めていたらしい。

「さすが乃愛さん、堂々とした接客でしたね。わたしなんて、最初は緊張しちゃって……」

「そりゃ、まあ。昨日今日売り場に立ったというわけでもないですし」

「いえ、そういう意味じゃなくて、だって……。あ、もしかして乃愛さん、気が付かなかったんですね？」

「何を？」

　宮島さんに話を聞いて驚いた。

「え？　あの方が、世界的ピアニスト？」

「ええ。かなり高名な方で、テレビにも時々出てますよ。クラシックの人だけど、わりとジャンル問わず色んな人と共演したりしてますし。知りません？」

「……確かに、どっかで見たことあるなあって思ったかも」

「ここへは大抵、ひとりでふらっといらっしゃいますね。もしかしたらこのへんにお住まいなのかもしれませんね。それか、小田急線沿いに住んでるのかな」

　ここは新宿だから、近くに住んでいても確かに不思議ではないし、南口の小田急線に近い場所のデパートだから、そうかもしれないけど。

（それより！）

「そうかぁ……あんな普通に応対しちゃって、良かったのかなぁ、気分壊さなかったかな……？　芸能人って、自分が素人に気が付いてもらえないと不機嫌になる人もいるみたいだし」

「そうだったら、買い物しないで帰るんじゃないですか？　っていうか、ピアニストって芸能人なのかなぁ……ちょっと違う気がしますけど。楽しそうにしてたから、大丈夫だと思いますよ」

「そうですよね。な、なら、いいんですけど……」

　わたしは以前、大阪で買い物に来た女性芸人さんに気が付かず、少々失敗してしまったことがあるのだ。その後なんとか機嫌を直してもらったけれど。

「むしろ、乃愛さんのことを気に入ってくれた感じしましたよ？　ピアニストの『櫻井ゆり子』さん」

　宮島さんはくすくす笑っている。

（わたしとしたことが……）

　ショップ店員として、人の顔は忘れないで覚えておくほうだ。でも、会ったことがなくて、詳しくないジャンルの有名人に関しては自信がない。わたしの記憶力は『お客さん』限定なのかもしれない。逆に言えば、有名人でなくても、お客様であればしっかり覚えていられる。店員には向いていると思う。

（……気が付かなかったよ……そっか、世界的ピアニストかぁ。わたしも昔、習ってたことあるのになぁ）

　でも、『ん？』と思ったのだから、櫻井さんはさほどクラシック音楽に詳しいわけでもないわたしがそう感じるくらいの有名人なのだろう。そう言えば、昔からなんとなく知ってる気がする……。それにしても……。

「ってことは……。ん？　櫻井さんて、一体何歳なのかな？」

「わたしもあまり詳しくないですけど、還暦は超えていらっしゃるんじゃないですか？　なんか、有名な音楽大学の名誉教授かなんかをやってらっしゃると思うんですけど」

「還暦！　すごい。四十代に見えた……」

「なんていうか、年がわかんないタイプの人ですよね。雰囲気がちょっと日本人離れしてるからかなぁ」

　宮島さんは副店長だが、もともとは契約社員から最近になって正社員になった人で、年齢はわたしよりけっこう上の三十五歳だ。態度も物腰も落ち着いている。わたしは夢中になってしゃべっていたが、ハッとして口をつぐんだ。なんだかはしゃぎすぎというか、びっくりしすぎて、つい浮ついてしまったようだ。

（大阪でも、モデルさんや若い女優さんは接客したことがあるのに……。ピアニストっていうのは初めてかも）

「……や、ちょっとびっくりしました。教えてくださってありがとうございます。今後も、心して接客させていただきますね。新宿なんだからいろんなお客様が来て当たり前ですね。転勤してきたばかりで何も知らず、すみません」

　また別のお客さんがみえた。わたしと宮島さんはおしゃべりをやめ、接客や作業に戻った。
















２・贅沢な食卓












　実家のダイニングテーブルで文仁と夕食を食べるなんて、最初はなんだか変な気分だったけど、引っ越してきて二週間くらい経ったせいかずいぶん慣れた。

（でも、二人きりになるのは初めてだけど……）

　文仁は大手ＩＴ企業に勤めているのだが、特殊な専門職で勤務時間はわりと自由が利くらしく、わたしより家にいる時間が長いようだ。その代わり、部屋に閉じこもって仕事をしているらしい時間帯もある。独立も視野に入れているらしい。

（文仁は昔から優秀だったもんなあ）

　わたしと晴彦の幼なじみではあるけれど、文仁は頭の出来がまるで違う。

　同じ学校だったのは、中学生までだ。

　わたしと晴彦と文仁は中学受験をしていないので、近くの公立でたまたま小中と一緒にいられたが、所詮そこまで。高校は、文仁はトップの成績で有名私立に進学し、高偏差値の国立大学へ。わたしと晴彦は自分に合ったそこそこの高校からそこそこの大学に進んだのだが、それでも晴彦と文仁、そしてわたしの友情は何とはなしにずっと続いていた。

　建設会社に勤める弟の晴彦は長時間勤務のサラリーマンだから、基本的に朝出るのも早いし、夜の帰りも遅い。

　広告代理店に勤めているという英俊くんは、朝も遅く夜も遅いという感じ。

　彼女の瑠衣ちゃんは大学生なので、学校に行く以外はほぼ毎日、英俊くんの部屋に居座っている。

　なんとなくみんなバラバラの時間帯で暮らしているけれど、瑠衣ちゃんがいるおかげで、一緒にごはんを食べたりお茶を飲んだりして、文仁とガチで二人きりになることは少なかった。

（わたしは、かえってホッとしてたんだけどな……）

　が。今日は瑠衣ちゃんと英俊くんは外で晩ごはんデートらしく、二人ともいない。

　晴彦も、いない。

　わたしは今日、たまたま早番だったので、帰宅も早く……。おまけに、勤務中にラインのメッセージがきて……。

『俺、今日家で仕事してるから晩メシ作っておくけど、何がいい？』

　などと言われてしまい。わたしも何も考えずに『じゃあグラタン』なんて返してしまったものだから。

　夜八時現在。ダイニングテーブルで文仁と二人きり、晩ご飯を前にしているのであった。かなり戸惑いながら。

　ずうずうしく『じゃあグラタン』なんて言うんじゃなかった。や、でもグラタンって言って、普通これを想像しないよね？

　これは……グラタンはグラタンだけど、なんだかとても……。いや、メインは、確かにグラタン。でも。

（ってゆーかこれ、ロブスターじゃん！）

　まるで高級レストランみたい。

　メインは、ロブスターの中に、グラタンをつめて焼いてあるもの。側には香りの良いハーブと新鮮な野菜を合わせたグリーンサラダ。そしてそら豆のクリームスープ。自家製のローストビーフ。当然のようにテーブルに鎮座している高級スパークリングワイン。

（何なの。まるで何かのお祝いみたい……。いや、お祝いだとしても、こんな贅沢な感じのディナー、家で食べたことない……）

「さ、どうぞ。デザートもあるよ。ババロア、好きでしょ？　冷蔵庫で冷やしてあるから」

「っていうか、どうしたの？　これ……」

　呆気にとられながらそう言うと、文仁はなんでもなさそうないつもの表情でスパークリングワインのコルクを開けた。本当にこのクールな表情に、眼鏡が似合っているというかなんというか。どっちかというといわゆるポーカーフェイス。何を考えているのか、いつも大体謎。
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「どうしたのって、決まってんじゃん。全部俺の手作りだよ」

「いや、でも……なんか今日特に、贅沢な感じ……」

　一緒に住み始めて二週間、文仁が料理上手だというのはわかりすぎるほどわかった。こういうのをセンスがあるというのだろうか、何を作って貰っても美味しい。瑠衣ちゃんも料理をほとんどしないので、ここのシェアハウスの料理担当は、主に文仁が担っている。普段の日はそれぞれ外食が多く自由にやっているのだけど、何人かいるときには、文仁が率先して料理をしてくれることが多かった。

　だから今日もなんとなく、頼んでしまったけれど。

「じゃ、乾杯」

「う、うん」

　ほっそりして上品な形のシャンパングラスを上げ、口に運んだ。良い香りにうっとりする。

（それにしても、なんで……こんなに、ごちそうを作ってくれたり、親切にしてくれたり、するんだろう？　……わたし、文仁には謝らなきゃいけないことがあるのに）

　ロブスターに入ったグラタンを食べ、身体に優しい味がするそら豆のスープを飲みながら、わたしは忘れようとしてきた過去に思いを馳せた。










　以前、文仁の住む家は隣にあった。今は、六世帯が入居するアパートになってしまっているけれど。

　文仁の両親は数年前にここを売り、三鷹のほうに引っ越したそうだ。

　そのときはもう、わたしは関西勤務になっていたから、話は弟の晴彦に聞いた。

　だからこの話はもっと前のこと。わたしが大学四年で、晴彦と文仁がちょうど、大学一年生のころの話。

　……思い出したくもない。

　だって、最低最悪なのである。わたしが。

　ずっと、文仁に申し訳ないと思っていたし、謝らなきゃいけないと思っていた。でも、それもかえって嫌がられるかもと考えてしまい、日々に流されて何もできなかった。

　それなのに、再会したと思ったら、いきなり同居……。まだ頭も感覚も、ぜんぜん追いついていない。

（もう……ますますカッコよくなっちゃってるしさ……）

　怖くて聞けないが、たぶん彼女だっているだろう。下手すると、一人や二人じゃないかもしれない。これだけの上玉を、女が見逃すはずがない。

（わたしだって、ずっと昔から、好きだったのに）

　三つ年下だから、ずっと、こんな気持ちはヘンだ……と、中学生や高校生の頃は思っていたけど、成長していくうちに、確信してしまった。わたしはずうっと、文仁が好きだったのだ。

　でも、晴彦の友達である文仁にまさかそんな気持ちを抱いているなんて、おかしいことのような気がして、自分自身を肯定できなかった。家が隣ということもあり、文仁は年がら年中うちに遊びにきていて、両親も晴彦も文仁が大好き。そんな状況だったから余計に、おかしなことは言いだせなかった。

　でも……

　人間というのは……

　ずっと我慢していると、感情を拗らせてしまうらしい。

　大学生の頃は文仁のことを忘れようとして彼氏を作ってみたりしたこともある。一時的なもので、ぜんぜん続かなかった。キスもできなかった。要するに相手を好きではなかった。それなのにわたしは愚かにも、そんなことで大人になったような気持になり、文仁に対して、上から目線でからかったりしたのだった。今思えば本当にバカみたい。

『大学に入ったのに、彼女は作らないの？』

『モテるんだから、よりどりみどりじゃない？』

『文仁って有名大学にいるんだしカッコいいから、女の子がたくさん寄ってきそうだよね。やっぱり、適当に遊んでいるの？』

　等々、今思えば失礼極まりないことを言いまくり、文仁が『俺はそんなことに興味ない』『俺はそんな人間じゃない』『勉強で忙しい』と反論するたびに、『男なんだからいろいろ経験しなきゃ。何も知らないなんて、幼いままでカッコ悪いよ』とまで言ったり。

（恥ずかしすぎる……）

　でも、そこまではまだいい。そこからが問題だ。拗らせた人間がすることは、恐ろしい。

　ある日、飲み会でかなりの量のお酒を飲み、酔っぱらって深夜に帰宅したわたしは、自宅の……要するに今いる、このダイニングキッチンで……。文仁と鉢合わせになった。

　文仁はその日、弟の晴彦のところに遊びに来たまま、泊まっていたらしい。ゲームで盛り上がったりすると、わりとよくあることだったので、驚きはしなかった。

　父親は単身赴任しており家におらず、母は二階の奥の寝室ですでに寝ていた。晴彦も二階の自分の部屋で寝ていて、文仁も晴彦のそばでごろ寝していたのだと思うが、喉が渇いたかなんかで、キッチンに降りてきていたのだろう。

　その頃も、文仁は優しかった。クールな外見のわりに、文仁は基本的にずうっと優しいのだ。そりゃたまには意地悪を言うこともあるけど。

　文仁は酔っぱらったわたしに、水を汲んでくれた。わたしはそれを受け取って飲み……そこまでは良かったのだけど、酔った勢いで文仁に悪態をつきはじめたのだった。それも、文仁にはまるで関係ない内容の悪態を。

　内容なんかはっきり覚えていない。ただ、拗らせ過ぎていたわたしは、どうせわたしなんかとか、文仁はお高くとまっててとっつきにくいタイプだよね、とか、本当に悪態としか言いようのないことを言った気がする。だから、呆れてその場を離れてくれたらよかったのに、文仁はそうしなかった。ずっと側にいてくれた。そのせいで、大事故が起きてしまった。

『ねえ、キスしていい？』

『え？　どうしたの、大丈夫？　乃愛さん』

『キスしていいかって、聞いてるのよ！　いいの？　ダメなの？　どっちなの！』

　わたしはそう言いながら、文仁に抱きついたのだった。文仁はわたしよりちょっと背が高い。見上げる感じになった。文仁は困っている様子だったが、逃げなかった。だからわたしは文仁の首に手を回し……。文仁を引き寄せ……。あろうことか、無理やりキスしてしまったのだった。

　一体、どれくらいの時間そうしていたのか……。たぶんほんの一瞬だったと思うけど、わたしには一瞬が永遠に思えるような時間だった。

「どうしたの？　乃愛さん」

　文仁の声で我に返った。

「あ……」

「なんか、ボーっとしちゃってたよ。それとも、何か思い出してたの？」

　わたしのグラスにスパークリングワインを注ぎながら、文仁が言う。もうこれで、何杯目だろう。

　たまに文仁のことを意地悪だなぁと思うのは、こういうときだ。人を黙って観察していて、切り込んでくるようなとき。たぶん、意地悪なんじゃなくて頭がいいだけなのかもしれないけど。

「別に、何も」

　慌ててごまかした。あのときのことは忘れたふりを通していて、文仁もそこに触れてきたことはない。あれから半年ほどで、わたしは大阪に引っ越したし、その後は晴彦から文仁の噂を聞くくらいになっていた。

　話を変えた。こういうときには、明るい話題を振るに限る。

　わたしは今日のショップでの出来事を、文仁に話した。

「マジで！　櫻井ゆり子が来たんだ。すごいじゃん。昔ショパンコンクールで優勝してるし、世界的ピアニストだよ」

「そうなんだ。そっか、そんなすごい人だったんだね」

「ピアノかぁ。なんか懐かしいね」

「文仁は弾かないの？　そこにあるじゃん」

　リビングの隅に、子供の時に買ってもらったアップライトピアノが置いてある。幼い頃、近所にあったピアノ教室に、三人で一緒に通っていた時期があるのだ。

　晴彦はさっさと辞めてしまったが、わたしと文仁はしばらく通っていた。最初はわたしのほうが進んでいたが、途中からは完全に追い越されて文仁のほうが難しい曲を弾いていた。

　でもわたしが中学生になりやめてしまうと、文仁もいつのまにかやめていた。それでも、文仁はたまに家でピアノを弾いていたようで、隣の家から聞こえてくることがあった。

「そうだなあ。久しぶりに練習してみるかな。でもそのピアノは調律しないと悲惨だろうな」

「文仁はなんでピアノやめちゃったの？」

「だって、乃愛さんがやめちゃったからさ。それでつまらなくなっちゃって。でも、ピアノは別に嫌いじゃなかったから、続けても良かったかもね」

「文仁はクラシック聞くの？」

「うん、嫌いじゃないよ。わりと好き。櫻井ゆり子のＣＤも、実家にはあったかもしれないな」

　こうやって普通に話していると、何事も無かった気がするのだけど、それはそれで落ち着かないような妙な気分だ。きちんと話し合えていないからかもしれないけれど、改まって言い出すのもおかしい気がするし……。

（ほんと、昔に比べたらすごく大人になったよね……当たり前か……カッコよさにも磨きがかかってる）

　ここ五年くらいの間に、文仁は学生から社会人になり、甘いところがなくなったというか、隙がなくなった気がする。大人なのだ。内側も外側も、両方。

　それに比べて、自分は……と思うと、なんだか心もとない。いちおう社会人として仕事はがんばっているつもりだけれど、私生活では、わたしは文仁にキスをしたときから何も変わっていないのだから。

（だって。未だに、処女だもんね。あれきりキスもしてないし）

　目の前の文仁は、なんというか、とっくにそのへんも大人、という感じ……。きっと普通はそうなんだろう。わたしは大学生のときにも社会人になっても、彼氏なんかひとりもできず、今に至っている。

「櫻井ゆり子、きっとまた店に来るよね。乃愛さんのところのバッグが好きなんだって思うと、なんだか親近感涌いちゃうな」

「海外に旅行や仕事に行くときも持って行くって言ってくれたよ。お友達も喜ぶんだって。お土産にしてくれたこともあるみたい」

「ヨーロッパとかへの演奏旅行かな。そういうところに日本のブランドバッグをお土産に持って行くのって、すごくいいね」

　そのへんまではなんとなく、普通に会話が盛り上がって楽しかったのだけど。

　わたしのちょっとしたひとことで、また空気がおかしな方向に変わってしまった。

「ほんと、文仁、昔と比べたら大人っぽくなったよね。晴彦とは大違い。でも、まだまだだけどね！」

　話の流れで、なんとなく、ちょっと冗談交じりに言ったつもりだった。

　文仁も、気にした様子はなく、苦笑しただけ……と思ったのに。ふと、表情が変わった。

「そう？　俺が大人っぽくなったって、たとえば具体的にどういうところ？　まだまだってことは、まだ俺が乃愛さんから見てお子様ってことなのかな？」

「え？」

　いちおう笑顔だけど、なんだか、怖い。怒っている……というわけじゃなさそうだけど、なんだか含みを感じる。というか、絶対に含んでる。

（なに？　怒ったの？）

　不安になってしまった。

「どういうところって……」

　わたしが小さく言うと、

「そうだよな、昔はずいぶん、からかってくれたもんね。もしかして今も、俺のことは子供に見えているのかな？　……まぁいいや、じゃ、乃愛さん、むしろもっと、俺をからかってよ。あの時みたいにさ。それともまだ今日は、酔っぱらっていないから、無理？」

　軽く言ってる感じだけど、目がぜんぜん笑ってない。

「あの……えっと」

（まさか……。あの時のことを言ってるの？　キスしたときのこと？　そんな、今さら……なんで？　さっきまで楽しかったのに）

　胸から心臓が飛び出しそうだ。なんて返したらいいかわからない。まさかこんな話になってしまうなんて思わなかった。

「ごめんなさい。あの……。本当にごめんなさい」

　とにかく必死に謝った。文仁が怒っているのなら、謝るしかない。酔った勢いで一方的にあんなことをしてしまったのは、自分なのだから。

「なんで謝るの。俺、謝って欲しいなんてひとことも言ってないのに」

　わたしはどうしたらいいかわからなくなり、その場にいられなくなって、腰を浮かせた。文仁も立ち上がり、壁の時計を見ながら言った。

「そろそろ、あいつら帰ってきちゃうな……。それにしても、謝られたなんてガッカリだよ。俺が何のことを言ったのか、いちおうわかってるんでしょ？　ってことはやっぱり、記憶に無いわけじゃないんだね。ずっと忘れたふりをしてたくせに、今さら謝るなんて。……でもさ、謝るなら、むしろちゃんと謝ってもらいたいな。乃愛さんの唇でね。本気で悪いと思っているのなら、それでもいいだろ？」

　文仁が近づいてきて、わたしは咄嗟に後ずさった。

（え？　唇で謝るって、どういうこと？　まさか……）

「あっ。何。やめて……」

「どこ行くの？」

　肩を掴まれて、抱き寄せられた。思わず、ぼうっとしてしまう。何も考えられないし、逃げ出したりもできない。ひたすら、ドキドキしていた。

「じゃあ、謝ってもらうよ」

　そっと見上げると目が合って、文仁の顔が近づいてくる。思わず目を閉じると、キスされた。

（あ……）

　声も出ないまま、文仁のキスをわたしは受け入れていた。夢中で、何も考えられなかった。

（あれ……なに……えっ……どうしよう……）

　頭の中では上手く言葉にならない疑問が回り続けていた。だって……。

　最初は、唇をぴたりと合わせた感じ。そして……文仁の舌が、わたしの唇をこじあけるように、そっと入り込んできた。

（あぁっ……）

　息が上がる。そっと入り込んで来た舌がわたしの口の中で動き、わたしの舌をそっと撫で、絡めようとしてくる。わたしは上手く呼吸できなくなってしまった。

　すると、ふっ……と、文仁が離れた。

「あのさ、まさか……」

「な、なに……」

　わたしたちがお互い、ちょっと戸惑った様子で見つめ合っていると……。

　玄関のチャイムが鳴った。

　わたしは慌てて文仁から離れ、二階の自分の部屋に駆け込んだ。もし帰ってきたのが誰だとしても、かなり上気しているはずの自分の顔を見られたくなかったから。

　帰宅したのは晴彦だったようで、文仁と何やら会話をしている感じだったが、内容は聞こえなかった。

　わたしはその晩、大混乱したまま、布団を被って寝てしまった。

















３・モヤモヤしちゃう












「行ってきます」

「今日も一日、がんばってね」

　朝、一番早く家を出るのは社畜リーマンの晴彦。わたしは早番と遅番があるのだけど、早番の日も晴彦よりは少し遅い。英俊くんと文仁はその日によって出勤時間が違うようで、よくわからないが、文仁は出勤の必要がない日も多々あるらしく、家にいる率が高い。

　なので、朝わたしを見送ってくれるのは、大体の場合は文仁だった。

（なんで、見送ってくれるんだろう。別にいいのに……）

　この間のことがあって以来、わたしはますます複雑な気分になっていた。

　なぜなら……。あんなことがあったというのに、文仁は変わらず優しかったから。まるで何ごともなかったかのように、接してくるからだ。

　ほぼ毎朝、わたしのためにコーヒーを淹れてくれる。それどころか、パンだって焼いてくれるし、さりげなくサラダまで用意してくれる。しまいには、ハムエッグなど、おかずまで……。もちろん、頼んだわけでもなんでもない。わたしが目を覚まして階下に行くと、文仁はすでに起きていてさりげなく準備してくれているのだ。

　晴彦のときにはそんなことはないっぽいし、英俊くんは自分の部屋に小さな冷蔵庫を置いていてそこからヨーグルトなどを出して食べて済ませているらしい。

　シェアハウスなんて普通そんなもんだろう。わたしも大阪で一人暮らしをしていたころは、朝はグラノーラにミルクをかけて済ませていたし、朝ごはんなんてそんなもんでいいと思っていたのだが。

（ヤバい……これに慣れてしまったら、まずいんじゃないかな）

　なんとなくそう思う。なんだか餌付けされてる気分。

　わたしだって、最初は断ったのだ。けれど『俺も食べるから』『多く作りすぎたから』『このパンは早く食べないと美味しくないんだよ』等々、いろんな風に言われ……。

　結局ほぼ毎日、文仁の作る朝ご飯を食べている。

　たまには、英俊くんや瑠衣ちゃんが晴彦が混ざったりするけど、レギュラーで文仁と朝食を食べるのはわたし、という感じ。

（いいのかなぁ）

　文仁に明るく見送られ、駅までの道を歩きながら、複雑な心境に陥っていた。

（だって……。なんか……。どう考えてもモヤモヤするんですけど）

　キスしたのに、その後、そのことをまるで無かったように無視されて。でも、親切にはしてくれて……。どうしたらいいのか、さっぱりわからない。

　でも自分からどうにかできるとも思えず、わたしは毎日悶々としていた。

（引っ越してきて、一か月半……二か月近く、経つことになるのか……）

　小田急線に乗り込む。窓の外を流れる季節は、春を過ぎつつあって、そろそろ梅雨かな、ってところ。

（文仁のことばかり考えてるわけにもいかないし。なんとか振り払っていかなくちゃ）

　スマホでニュースでも読もうと思ったけれど内容が頭に入って来ない。わたしは電車が新宿駅に滑り込むまで文仁のことばかり考えていた。










　雨が降りそうで、でも降っていない。

（うん、今日はいける！）

　撮影日和だと思った。

　デパートの外に出て、歩道橋の上や近くのラグジュアリーホテルの庭など、なんとなくロケーションのいいところを探し、わたしは宮島さんに『カヴァティーナ』のバッグを持たせ、スマホのカメラでたくさん写真を撮った。

　ショップブログのためである。ブログの更新や管理も、店長の仕事のひとつだ。

　ネットショップでも販売しているので、お客さんはショップに来てくれる方だけではないし、直接来店されるお客様もブログを読んでくださっている場合が多い。

　この作業を面倒がる社員も多いのだが、わたしはそれほど嫌いじゃない。

　ブログは日々更新するので、いちいちモデルを使ったりしない。ショップ店員同士がバッグを持ち合い、撮影する。

　バッグの持ち方や、素材の紹介。何色の服に合うのか、実際に荷物はどれくらい入るのか、どのポケットに何を入れるのか。

　天気やシーンを考え、宮島さんには今日の撮影のために家から衣装をいくつか持ってきてもらい、二人とも大体サイズが一緒なので、わたしも使えそうな服を持ってきていた。

　バッグは雨の日も晴れの日も、体調のいい日も悪い日も持ち歩くものだ。

『カヴァティーナ』では、大きめバッグ、小さめバッグ、ラグジュアリーな場面で使えるバッグ、お仕事バッグなど、各種取り揃えている。雨の日用のバッグなどもある。

（そろそろ、梅雨に入るものね）

　そう。今日の撮影は、雨の日バッグのためのものだ。

　雨の時期に売り出すのは、エナメルのバッグと撥水ナイロンのバッグだ。『カヴァティーナ』ではデザイナーの方針で、エナメルのバッグはむしろカジュアルに、撥水ナイロンのバッグには高級感を持たせ、変化を出している。

　今にも雨が降りそうなどんより空のもと撮影を始めたのは、そういう理由だった。

「こういうとき、お洒落なレインコートがあるといいんですけどねえ。『カヴァティーナ』のバッグに似合うような。乃愛さん、持ってないですか？」

「うーん、無いなあ……」

　撮影用の服を用意する予算などないので、こういうときに結構、困ってしまう。

「ですよねえ……」

　宮島さんも溜息をつく。

　実のところ、そんなにお給料が高いってわけじゃない。でも……。毎日バッグを売っていると、そりゃあ自分もバッグを買ってしまうのである。

　社員割引で多少安くは買えても、『カヴァティーナ』のバッグはそれなりに高価なものが多いから、どこにしわ寄せがいくかというと、まずは洋服が買えない、ということになる。なんだか本末転倒みたいだけど。

（でも、自社のバッグなんだから）

『カヴァティーナ』のバッグが好きでこの仕事をしているし、誇りを持っている。これはと思うものは社員としてやはりきちんと使いこなしたい。

「ま、仕方ないですよね。撮影続けましょう！　わたしたち、バッグは山ほど持っているのに、服となるとほんと持ってないですよね」

「そうですよね。バッグなら一生分持っている気がするんだけど、服となると」

　宮島さんと顔を見合わせて苦笑して、撮影を続けた。










　その日の帰りは、遅くなった。

　現在『カヴァティーナ』の新宿店は少数精鋭の五名のスタッフで回している。いくらデパート内の小さな店舗だからとはいってもこれはギリギリの人数。なので、誰かに不都合が出てシフトが回せなくなってしまうと、店長であるわたしが穴埋めをすることになるのだ。これはやはりキツい。しかも社員はわたしと宮島さんだけで、あとはアルバイトである。

　各々、長く働いてくれているスタッフさんたちなのでなんとか店がもっているが、そうでなければすぐにパンクしてしまうだろう。

（社員を回してもらうのはたぶん無理だから……。とりあえずアルバイトさんをもうひとり、雇いたいけどな）

　その前にショップノルマもなんとかしなければならず頭が痛いが、手堅いお客様が多いおかげでそのあたりは大丈夫そうだ。

　電車を降りて夜道をトボトボと歩きながら、ずっとそんなことを考えていた。

（ほんと、普段は仕事のことしか考えてないんだよねえ）

　自虐気味に、そう思う。宮島さんは結婚しているし、アルバイトさんも三人のうち二人はすでに既婚者だ。もう一人は結婚していないが彼氏はいるらしい。

『カヴァティーナ』は年齢層が広いブランドなので、店員の年齢も落ち着いている。わたしを含め、アラサー、アラフォーしかいない。

　そのせいか、女性ばかりの職場のわりには、浮ついた話題は出ない。少なくとも、恋バナは出ない。みんな、すでに『恋』は済んでいるらしい。

（大阪にいたころのほうが、外野がうるさい感じだったから、ありがたいけどね）

　恋人がいようがいまいが、人生には関係ない。そう思っていたけれど。

（なんかすっかり、寝た子を起こされちゃった、って感じ）

　こうやって帰途についていても、足取りが重いのか軽いのかどうにもわからなくなることがある。自分は家に帰るのが嬉しいのか、それとも嫌なのか。

　もちろんそれは、文仁のせい。

（嫌ってことは、ないな）

　文仁に会えるのは嬉しい。シェアハウスで毎日のように顔を合わせるだなんて、もちろん嬉しい。毎日、ドキドキしてしまう。ときめく。でもそれも度が過ぎると、

（嬉しいけど、苦しい……）

　考えていると胸が詰まってくるような、キュンキュンしすぎて心臓が縮んでしまうような、そういう苦しさ、切なさ。

　だってどうにもならないし、どうしたらいいのかもわからないから。

　ぐるぐる考えながら歩いていると家に着いた。

　ドアに近づくと、中から物音がした。

（ん？　なにごと？）

　玄関ドアを開けると、中から、

「おかえりー！」

　賑やかな声がした。ダイニングで何やら、やっている。覗きにいくと、珍しく全員が揃っていた。文仁、晴彦、英俊くん、瑠衣ちゃん。

　見れば、ビールやワインがテーブルに並び、宴会状態になっている。

「どうしたの？」

　思わず言うと、瑠衣ちゃんがニコニコしながら答えた。

「見たらわかるじゃないですか。たまたまみんな帰りが早かったので、飲んでるんですよ！　さ、乃愛さんも一緒に飲みましょう」

　グラスを渡され、ビールをつがれてしまった。視線が集まっているので、戸惑いながらも飲み干すとみんなが拍手してくれた。

（なぜ、拍手？）

　まぁでも、意味はないらしい。どうやらみんなかなり、出来上がっているようだ。

（あ、そうか。金曜日だからかな？）

　わたしはショップ店員だから関係ないが、世間一般の人達にとって土日は休日だ。

「乃愛ちゃん、ここに座れば？」

　晴彦に促され、文仁の隣に腰掛けることになった。

　みんなすっかりラフなルームウェア姿で、文仁もそうなのだが、ヨレヨレＴシャツにボロいジャージ姿の晴彦と比べたら、シンプルですっきりした雰囲気のものを着ている。グレーの薄手のパーカーに、くすんだネイビーのクロップドパンツ。普通の格好なのに、素敵に見える。

（ルームウェアにまでドキドキしちゃうなんて、本当にバカ……）

「これ、食べて。あ、ワインもあるよ」

　わたしの気持ちも知らずに、文仁はさりげなくわたしの前に皿を置いてくれたり、食べ物を取り分けてくれたりした。

「さっきオーブンで焼いたチキン。けっこう美味いよ。腹、減ってるだろ？　こっちのパンもけっこう、いける味だよ。あ、チーズは何がいい？」

「う、うん、ありがと……」

　文仁に勧められるままにチキンを食べ、オリーブオイルにパンを浸して食べながら、わたしは適当にみんなの話に混じった。

　英俊くんと瑠衣ちゃんもときどきふざけ合ったりしながら、違和感なくみんなの間にいる。この二人はカップルだけど、へんにイチャつき過ぎていないので、こうやって一緒にシェアハウスにいても馴染んでいるのだと思う。

（よく考えたら、大人っぽいカップルだよね。英俊くんはともかく、瑠衣ちゃんはまだ若いのに）

　適当にみんなの話に混ざりながらそんなことを考えていると、瑠衣ちゃんに話しかけられた。

「乃愛さんっていっつもすごくお洒落ですよね。素敵な大人女子って感じ！　わたしも『カヴァティーナ』のバッグを持ったら、そういう風になれるのかなぁ」

「そんな。全然、そんなこと……」

「毎日、違うバッグで通勤してるじゃないですか。やっぱり、ブランドで働いてる女性ってすごいなーっていつも思ってたんです！」

「それはねえ……。社員は安く買えたりとかあるから……。バッグは確かにたくさん持ってるけど……。でもね、いいことばかりじゃないんだよ」

　わたしはちょっとした愚痴を瑠衣ちゃんに語った。男子たちは男子たちで、違う話で盛り上がっているようだったので、瑠衣ちゃんと仕事やお洒落の話をするのは楽しかった。

「そっかぁ……。バッグは揃っても、お洋服が、っていうことがあるんですね。でも、バッグって高いし、そっちを揃えようとしちゃったら、服が買えなくなるのはわかる気がします。ブランドで働くのも大変なんですね。自分の会社のものを使わなくちゃならなかったり」

「そうでしょう？」

「わたしもバイトが無かったら、服ってあまり持ってないかも。スタイリストさんが安く売ってくれるから、なんとなく揃ってますけど。バッグは手が出ない値段のものが多いから、最初から尋ねないんですよね」

　ワインを飲みながらなんとなく聞き流していたが、ふと、疑問に思った。

「ん？　バイトって何のバイト？」

「わたしモデルしてるんですよ。たまたま、知り合いに誘われて……」

「え？　あ、そうなの？」

　美人だとは思っていたが、少し驚いた。とすると、英俊くんとの出会いも、仕事先なのかもしれない。

（きれいだし、こなれた感じの子だなあとは思ってたけど……）

　よく考えたら、こんなきれいな子と並んでいるところを、毎日文仁に見られているなんて。瑠衣ちゃんは全然悪くないけど、勝手に落ち込んでしまった。

「でもモデルをずっと続けるつもりはなくて、普通の就職を目指しているんです。だからいろいろ教えていただきたくて。乃愛さんってお洒落で華やかで、大人の女って感じなんですもん」

「そ、そんなことはないよ」

　ちょっと噎せそうになってしまった。

　どうひいき目に見ても、絶対に瑠衣ちゃんのほうが、いろんな面で優っている。もしも同じくらいの年齢だったら、わたしは瑠衣ちゃんの足元にも寄れない。

（……それこそ、いろんな意味でね）

　学生でありながら、モデルのバイトをし、広告代理店に勤めるエリートの社会人彼氏がいて、その彼氏が住んでいるシェアハウスに自然に滞在し、……もうなんていうか、艶のある黒髪から抜群のスタイルから、とてもじゃないけど、格が違う感じ。

　わたしなんか同じ年頃だったときは、完全にただの地味な女子大生だった。彼氏だってもちろんいなかった。というか、彼氏はずうっといないけど。

（そっか……当たり前だけど、瑠衣ちゃんは、処女じゃないんだよね……もそれだけで十分、わたしより大人だよ）

　そんなことを思っていると、さらに突っ込まれた。

「乃愛さんって、なんだか謎めいてるんですよね。めちゃくちゃカッコいい彼氏がいるのに、絶対にそのことを友達に言わないタイプじゃないですか？」

「ええっ？」

　考えたこともなかった。わたしが何も言わないのは、本当に何もないからだ。謎めいてるのではなく、謎が無いのだ。でも、けっこう年下の子の前で、まさかそうとも言えない。

　この年齢で処女だなんてバレたら……。いや、バレたら困る。恥ずかしい。誤魔化すことにした。

「そ、そうね。確かに友達とかには、彼氏のこととか言わないほうかなぁ。秘密主義っていうか、大事なことは人にぺらぺら話したくないんだよね！」

「へえ……」

　実際のところが何となくわかっているだろう晴彦が、気の無い相槌を打つ。なんだか目の色が冷たい。

（ちょっと！　絶対に余計なこと、言わないでよね！）

　思いを込めてひと睨みすると、晴彦は黙った。これでもいちおう、姉なのだ。

「大人の女、ねえ……。彼氏、ねえ……」

　今度は隣から声がした。文仁が椅子の上で膝を抱えながら、ちらっとわたしを窺うように見る。眼鏡の奥から。

（何なの。何が言いたいの。毎日毎日、知らんぷりしているくせに！）

　だんだん腹が立ってきた。

「何なの文仁。何よその目。わたしを何歳だと思ってるの？　彼氏のひとりやふたりくらい……。ぜ、全然、不思議じゃないでしょ！　わたしもう二十八なんだからね」

　思わず言うと、

「そうですけど。ま、普通に考えたら、ね。んー、でもなぁ……」

「でもって、何よ」

「いや別にいいです」

　文仁の表情がちょっと冷たい。そんな顔で冷静に返事をされると、それはそれでなんとなく困ってしまった。

（知らないよ！　もう！）

　面倒になって話を切ると、瑠衣ちゃんが話題を変えた。なんとなく空気を読まれた感じがした。

「そういえばわたし、乃愛さんのショップのブログも読んでるんですよ！　あれって四月からは乃愛さんが更新してるんですよね？『カヴァティーナ』のバッグへの愛が溢れているし、文章も面白くて、わたししょっちゅう読んでるんですよ！」

「……そう？　あ、でもそう言ってくれたらなんだかうれしい。ありがとう」

　瑠衣ちゃんの言葉に救われた。

　わたしはできるだけ『カヴァティーナ』のバッグの良さをブログからも伝えたくてがんばっているので、そこを褒められるとやはり嬉しかった。

「俺も、いいと思ったよ」

　文仁も真面目な顔で同意してくれ、ますます気持ちが弾んだ。

　英俊くんも、

「あれ、いい戦略ですよね」

　と言ってくれて、プロが言ってくれるんだから正解なのかな、とも思えた。

（嬉しい！）

　不安も多い日々だったが、なんだか報われた気分になった。

「おかわり、何にする？」

　文仁に尋ねられ、

「じゃあ、ワインもう一杯、飲もうかな？」

　わたしは笑顔で答えた。楽しい夜になった。










　その晩のこと。

　仕事の疲れもあるし、お酒も飲んじゃったし。わたしはかなり深く、眠り込んでいたと思うのだけど……。ふと思わぬ心地よさに揺さぶられた気がして、薄く目を覚ました。

（ん……？）

　わたしの部屋は、二階の一番奥。角部屋で、隣は文仁になっていた。階段を挟んで反対側の、父と母が夫婦の寝室にしていた部屋は英俊くんと瑠衣ちゃんが使っていて、晴彦はその隣の、もともと父が書斎にしていた部屋に入っていた。

「あ。何。いやっ……」

　意識が戻ってきて、声を上げそうになった瞬間、手で口を塞がれた。文仁だった。

（文仁。なんでここに？）

　寝ているわたしの上に覆いかぶさるような恰好で、文仁がいる。

　わたしは寝起きということもあり、ひたすら混乱していた。

「静かにして。みんな起きちゃうから」

　そう言われ、こくこくと頷くと、わたしの口から手を離してくれた。そのままその手で、文仁はわたしの髪や顔をそっと撫でた。

「何なの？」

　状況が呑み込めてくると、さらに混乱が増した。

「いや。確認しようかなと思って……」

「確認って、何を？」

「さっきの話だよ。乃愛さんに彼氏がいたかどうか。……ねえ、いたの？　ほんとに？」

　飲んではいたが、記憶を失うほど飲んだわけではない。文仁が何のことを言っているのかはわかったので、戸惑いながらも答えた。

「そうよ。そうに決まってるでしょ」

　もう今さら、後に引けない。

「ふうん……。それ、どういう彼氏？」

　文仁はわたしに話しかけたり、返事を待っている間も、ずうっとわたしに優しく触れている。その指先の感触は、なんだか……自分の知らないところに繋がっていくようで……。

（何だろう……へんな感じ……へんな感じだけど……嫌じゃない……）

　わたしは自分の感覚に戸惑っていた。

（こんな状況なのに）

「どういうって……普通の……カッコいい……」

　なんだか、上手く話せない。魔法にかかったみたいに、ぼうっとしてしまう。

「へえ。普通のカッコいい彼氏がいたの？　じゃあ、その人は……」

　文仁が近づいてくる。

（あ、キスされる！）

　怖くなり目をつぶると、唇ではなくて、耳元にキスが降りてきた。

「あっ……」

　キス……というよりは、唇で耳元をそっと撫でられ、そして……そのまま、囁かれた。それだけで、ふわぁっと体中に熱が回ったような感覚に包まれた。

「その人とは……こういうこと、しなかったの……。その人……乃愛さんに、キスもしなかったの……？　彼氏なのに？　そんなことって、あるのかなぁ……」

　囁き声に、どこかからかうような声音が混じっている。顔の横に、文仁の腕があって、もう片方の手では、身体のあちこち……今はまだ、頭や肩のあたり……を撫でられて、耳元でそっと、囁かれて……。

　身体の奥から、どこか快楽を含んだ恐怖が、ざわざわと上がってくる。
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（どうしよう……怖い……怖いけど…どうしよう……気持ちいいような……）

「ねえ、乃愛さん。彼氏とどういうことしたのか、俺に教えてよ。だってさ、ひとりやふたりじゃ、ないんでしょ？」

「ど、どういうことって……」

「どういう気持ちいいことしたのか、って聞いてるんだよ……乃愛さん、知ってるはずでしょ？　……彼氏がいたなら、こういうこと、知らないわけないよね？」

「あっ、あぁっ……」

　耳を軽く噛まれた。ずっとゾクゾクしているのに、そんなことをされたら、思わず声が出てしまう。

「たったこれだけで甘い声出しちゃうなんて、まだまだだね、乃愛さん……ほら……何を知ってるのか、話してよ……」

「や、やめてよ、やだ……」

　まだ触られていないところまでゾクゾクしてきた。背中や、もっと恥ずかしいところが……下腹部のあたりが……なんとなく熱い。

　それだけは絶対に知られたくなくて、わたしは必死に抵抗を始めた。これ以上こうされていたら……どうにかなりそうだったから。でも文仁はさりげなくわたしの体を押さえてしまうので、抵抗にならない。もちろん大きな声で叫べば、家の中には晴彦を含めてあと三人いるのだから、誰かが助けに来てくれるだろう。でも……そんなことはできないし、第一、したくなかった。

（だって……相手が文仁なんだもの……）

「やめてあげてもいいんだよ？　……乃愛さんが、何もかも正直に話すのなら、ね」

「だから正直って……何のこと……」

「彼氏とどういうことしたかってことだよ」

「どういうことって、そんな……」

　そんなのわからない。わかるわけがない。彼氏なんていなかったんだから。困り果てていると、文仁がハッとしたように言った。

「そっか。そもそも、質問の意味がわかんない、ってことか。なるほどね。じゃあ具体的に聞こうかな。彼氏とキスはしたの？　しないわけないよね？　そして……大人なんだから、当然、キスから先のことも……あったんだよね？」

「キス……？　キスから先のこと……？　そんなの……。い、いっぱい、あったよ、もちろん……。当たり前でしょ」

「ふうん……」

　文仁がふと耳元から離れ、わたしを見下ろした。なんとなく負けたくなくて、睨み返した。

「ずいぶん強情なんだなぁ……。それならそれで、俺をめちゃめちゃからかってくれたときみたいにさ、積極的に来てくれたら、俺としてはラクなんだけどね」

「それ、どういう意味」

　文仁が何を言っているのかわからなかった。わからなかったけれど、それがどうやら自分にとってあまりいい状況じゃないのはわかる。不利になっている気がする。

（でも……何に有利で、何に不利なんだろう）

　わからないことだらけだ。

「確かにあの頃は、俺も子供だったんだけどね。そりゃあ、その気になれば女なんてすぐ、ってわかってた。でも俺は本来、真面目なほうなんだ」

「だから、何……」

　文仁はわたしを見て苦笑した。

「強情な上、鈍感ときた。どこまで行けば、乃愛さんは……素直になるのかな？」

「ちょっと、やめ……」

　言葉は途中で途切れた。文仁の唇で、口を塞がれてしまったから。この間はまだ、探るような感じがあったけど……それとはまるで違う、飲み込まれるようなキスに、わたしは何がなんだかわからなくなった。

「んふぅっ……」

　体を押さえられる感じも……さっきとまるで違う。優しいだけじゃなくて……。目的が変わったような……。

（やだぁっ……）

　文仁の腕がわたしの体を撫でた。さっきみたいに髪や肩だけじゃなくて、ボディまで降りてきて、胸を持ち上げるようにまさぐられた。

「んぅっ……」

　文仁の舌が、わたしの舌の根本まで探るように動いた。言葉が消えて、喘ぐしかなくなった。そのまま文仁の体がわたしの両脚を割るようにして間に入り……自分が誰も頼るところのない、無防備な存在になった気がした。こうなってしまうと、逃げることも抵抗することもできない。

（いやっ。怖い……でも……）

　わずかに残った理性の部分では、怖い、という感覚もあるのだが、どこか甘い快感を含んだ恐怖で……それはおそらく、相手が文仁だからで、文仁だからこそ、自分はこんな感覚に陥っているのだ、ということは頭と身体のどこかで感じていた。

「ん……」

　キスを完全に受け入れてしまうと逆に少し落ち着いた。文仁の舌で愛撫されている感覚は、混乱の嵐が過ぎ去ってしまえば心地よくて、身体の力が抜けた。文仁もそれを感じたのか、さらにキスが甘く優しくなった。……いつのまにか、わたしもそっと舌を絡めてしまった。

　でも……。

「んぅっ……あんっ……」

　文仁の指が、胸の……乳首をあたりさらりと撫でると、身体の奥まで震えが走った。わたしはベッドで眠っていたから、パジャマ代わりの長Ｔシャツしか着ていない。もちろんブラジャーもつけていない。

　次の瞬間には、もう、文仁の掌や指先で胸を愛撫されてしまった。唇がやっと離れた。

「や……あ……」

「思ったより……感じやすそうだな。もっと手こずるかと思ったけど……」

　冷静にも聞こえてしまう文仁の声。

「ん、どうしたの……。どうやら、感じてるね。わかる？　自分で……。顔が上気してるし、乳首が硬くなってること」

　薄いＴシャツの上から、撫でられたり、そっとつぶされたり……。下から上まで揉みしだかれたり……。

　すると……触られているのは胸なのに、別の場所がどんどん、潤み始めてきてしまった。

（どうしちゃったの、わたし……やだ……こんなの恥ずかしい）

　喘ぎながら必死に足を閉じようとするけれど、文仁の体があるから閉じられない。

（ダメ、このままじゃ……下着を汚しちゃう……）

「見たいな。ごめん、脱がせていい？」

　文仁はそう言いながらわたしのＴシャツをたくしあげた。嫌もいいもなくて、あっさりとショーツ一枚の状態まで剝かれてしまい、唖然としていたわたしはようやくハッとした。

「あっ、やだっ」

　何か身体を隠すものが欲しかったけれど無くて、両手で胸を隠したけれど、

「どうしたの。大丈夫だよ」

　文仁に手首を掴まれて、外されて。そのまま手首をベッドに押し付けられ、上半身がさらけだされてしまった。

（大丈夫って、何が？）

　ぜんぜん大丈夫じゃない気がする。

「うん、きれいだな。思ったよりおっぱいも大きいね。肌もすべすべで、柔らかい。それに……」

　文仁がわたしを見下ろしながら言う。これじゃきっと隅々まで見えるはずだ、と思っただけで、恥ずかしさで泣いてしまいそう。

「それに……何よ」

「本当のことを言わないから、こんなことになってるんだよ。だから、本当のことを言いなよ。そうじゃないと……」

「本当のことって、何、何のこと」

「まだそんなこと言うんだ。それじゃやっぱり、確かめさせてもらうしかないかな」

　肌に、直に文仁の手が触れた。

「ひあ……う」

　Ｔシャツ越しとは違う刺激に、必死に声を我慢した。

　胸のあたりから手が下がり、脇腹から腰までのラインを撫でられ。顔が近づいてきてキスされる……と思ったら耳をそっと噛まれ、次はとうとう、胸の先端をぺろりと舐められてしまった。

「あんっ……」

　こらえきれずに声を漏らしてしまう。それでも文仁はそのまま胸をゆっくりと舐め続けていた。固くなった乳首の周りをなぞるようにゆっくり舌が這い回る。疼くような気持ち良さに、わたしはどうしようもなくなり足をばたつかせた。

「ん……」

「気持ちいい？」

　尋ねられ、わたしはとうとう頷いた。

（どうしよう……気持ちいい……すっごく恥ずかしいけど、気持ちいい……）

　喘ぎながらのけ反ると、胸への愛撫がますます激しくなり、わたしは次第に我を忘れていた。

「あ……ん……あ、あぁ……」

　気が付くと、文仁の手が下腹部あたりにあった。

「あ、いや……。そこ、ダメ……」

　下腹の辺りが熱くて、どうにかなっていそうなくらいは想像がついた。抵抗したけれど、逃げる間もなくショーツの中に文仁の指が入り込んで来た。

「あ。けっこうヌルヌルになってるよ。自分で、わかってる？」

「ダメえ……。あ……」

　茂みをかきわけるようにして指が内側へとすべりこんでくる。そして触れると一番感じるところ……を、最初はさらりと触れた。たったそれだけなのに、すでに溢れてしまっていて、文仁はぴちゃぴちゃと指で音を立てた。

「すごい……濡れやすいね、乃愛さん」

「あ、あぁ……」

　でも、さらに内側へと文仁が指をすべらせると。これまでの心地よさとは違う感覚に襲われた。

「い、痛い」

　思わず声に出してしまう。

　濡れてるけど。身体のあちこちがどうしようもないくらいに感じているけど。

「うん、狭いな」

　文仁の声も、冷静だった。

　わたしと文仁は、見つめ合った。先に逸らしたのはわたしだった。

「だから……。なんで嘘つくの」

「え？」

「乃愛さん、初めてなんだろ？　これはゆっくり、慣らさないとね」

　心臓がぎゅっとしてしまい、返事が出て来なくなってしまった。

（ば、バレた？　でも、どうして？）

「あ、あの……？」

「キスのときに、あれ？　って思ったんだけど。こんだけ濡れてるのにアソコが狭くて、痛いってことはさ……。まぁいいや、きっと言ってもわかんないだろうから。うんうん、わかった。大丈夫、了解しました。今日はここまでね」

　文仁はわたしから体を離してしまった。でも、なんだか表情は明るい。

（何なの？）

　戸惑っていると。

「じゃあ、乃愛さん、ゆっくりおやすみなさい。朝ご飯、楽しみにしててね」

　文仁は優しい感じでそう言って、部屋を出て行ってしまった。










　翌朝。

　みんなどうやら休日らしく、誰も起きて来なかったが、わたしは出勤なのでいつも通りに起き、一階のダイニングに降りた。

　と……。なぜかコーヒーのいい香りがして。

　文仁が小さな声で鼻歌を歌いながらフライパンを振っていた。

「おはよう、乃愛さん」

　明るい声で挨拶まで。

「お……おはよう」

　小さい声で挨拶を返す。わたしのほうでは、どんな顔をしたらいいかわからなくなっているのに……文仁のほうでは、そうじゃないみたいだ。

　全く、いつも通り。普段と同じ。

「座って！　今、特製パンケーキをそっちに出すから」

「特製って？」

「俺特製に決まってるじゃん」

　くだらないことを言っている時点で、かなり機嫌がいいのだとわかる。わたしは、そうじゃないのに……。

　でも、戸惑いつつも、出されたものを素直に食べてしまうところが、わたしのダメでバカなところなのかもしれない。

（だってこういうとき、どうしたらいいのか、わたしには本当にわからないんだもの）

「美味しい？」

「うん……」

　文仁の作ったパンケーキは最高に美味しかったけど……。

　わたしはずっと、モヤモヤしていた。

　モヤモヤ、モヤモヤ、しっぱなしだった。

















４・『ルチア』を探して












「どうしたんですか？　乃愛さん」

　デパート内のショップとしては当たり前だが、土日は忙しい。頭も身体もフル回転で臨まないと間に合わない。

　わたしとしてはいつも通り、きびきびと接客しているつもりだったのに。観察力に優れ、敏感な宮島さんにそう言われてしまった。

「いや、どうもしてないですけど……。わたし、何か変ですか？」

「いえ。もしかして具合でも悪いのかなって」

「えっ。わたし、顔色とか、悪いですか？　あとで顔にチークでもはたいて来ようかな」

「顔色は別に悪くないんですけどね。何度か溜息をついていらしたので」

「あっ。それはマズいですね！　気を付けます」

　慌ててしまった。ショップ店員としてあるまじき醜態だ。

（まさか……お客様の前では、大丈夫だったと思うけど）

　不安になってしまう。

　反省しながら、気を引き締めた。

（ダメダメ。余計なこと考えちゃ）

　仕事に集中しなければと思うのに。

　新作を売らなきゃいけない忙しい時期なのに。

　そんなことを考えながらなんとか仕事をこなしていたら、閉店間際の時間に、久しぶりに櫻井さんが現れた。

「あ！『ルチア』、お持ちくださったんですね！」

　櫻井さんは、パールがかったベージュの『ルチア』を右腕にかけ、持ってきてくれた。

「先日はありがとう。新作のルチア、使い勝手もよくてとても気に入ったわ。色もすごくいいし。みんなに褒められるの」

　満足そうにバッグを撫でながら言ってくださり、わたしもテンションが上がった。

「喜んでいただけてうれしいです！　ありがとうございます」

「そう、それでね。色違いのミントグリーンがあるじゃない？　それを、お友達にぜひ、プレゼントしたいの。その方、わたしの『ルチア』を見てとても気に入ったみたいで、色違いがあったら欲しいというのよ。とてもお世話になった方だから、ぜひプレゼントしてさしあげたくて。ミントグリーンがとてもお似合いになりそうな方なのよね」

「そうなんですね！　今、お持ちしますね。少々お待ちくださいませ」

『カヴァティーナ』の新宿店は、デパート内のショップで売り場面積が少々狭い。なので、バッグを並べられる場所に限りがあるため、売れ行きのいい代表的なカラー以外はしまってあるのだ。

　わたしは奥に入り、棚を見て回った。

（あれ？　無い）

　さんざん探して……。ちょっと困りながら戻った。売り場にいた宮島さんに尋ねると、

「昨夜の閉店間際に、駆け込みでやってきたお客様が最後のひとつを買っていかれたんです」

　と、言われてしまった。

「申し訳ありません、櫻井様。こちらではミントグリーンの『ルチア』は三個入荷していたのですが、昨夜最後のひとつが売れてしまったそうなんです。レッドとブラックはあるんですが、プレゼントされたい方のイメージがあるんですよね……」

『カヴァティーナ』ではもともと、大量生産をしていない。特に新作に関しては、売れたら増産するという方式をとっている。今期一押しの『ルチア』に関しても同じような展開になっているはずだ。売れる、と会社の方で見込んでくれれば、バッグ工房などの外注先に注文が行くという流れだ。

「あら。困ったわ。そうなのよ、ミントグリーンがいいの。それに、ブラックやレッドのバッグは、きっとたくさんお持ちだもの」

「大丈夫です。こちらの店舗にはありませんが、他の店舗に問い合わせれば、まだ在庫はあると思いますので」

『ルチア』は発売して間もない。まだ全部売れたはずがない。それにミントグリーンはそこまで売れ線の色、というわけでもなかった。

　わたしは櫻井さんにそう伝えた。櫻井さんの顔が明るくなった。

「良かった。じゃあ、お取り寄せをお願いして良いかしら？　大体、いつごろに届くのかしら」

「一週間……いや、五日みていただけたら、大丈夫です」

「それなら助かるわ。プレゼントするのは、フランスの方なの。わたしとのジョイントコンサートがちょうど六日後の金曜日にあるのだけど、そのあとすぐに帰国してしまうのよ。それまでにお渡ししたいなと思っていて。演奏会の記念にもなるでしょう？　……あ、いきなりごめんなさいね、意味わからないわよね。わたし、ピアニストなの」

「いえ、知ってます！　わたし、音楽のことは詳しくないんですけど、生まれて初めてピアニストさんとお会いできてうれしいです。櫻井様のような方にバッグをご紹介できて光栄です。了解いたしました。お取り寄せいたしますね」

　わたしは櫻井さんにご連絡先を伺い、品物の引き渡し日なども約束した。櫻井さんは演奏会の準備のため、これから連絡がつきにくくなるとのことだったので、バッグの受け渡しは木曜日、コンサートの前日に櫻井さんが取りに来てくださることになった。

　そして櫻井さんが帰り……。わたしはミントグリーンのルチアの問い合わせを、渋谷の店舗にしてみた。

「えっ。そちらにも在庫、無いんですか？」

「ええ、なんか先週、バタバタと売れちゃって」

「珍しいですね。定番色から出ると思っていたのに……」

　意外だった。渋谷店のほうが面積が広いため在庫が多く、てっきりあると思っていたのだ。

　少し嫌な予感がしてきた。

（なんでかな？）

　そう思ったが、

（たまたまよね。まだ、大丈夫なはず……）

　気を取り直した。ただ問題は、都内はもちろん全国各地のショップも閉店時間なので、今日はもう確認が取れない。

　仕方ないので問い合わせは明日に延期した。










　帰宅すると、晴彦はどこかに遊びに行ってまだ帰っておらず、瑠衣ちゃんと英俊くんは自分たちの部屋に籠っていた。

　文仁はというと、ダイニングテーブルにノートパソコンを広げ、何やら作業をしていた。

「乃愛さん、お帰り」

　いつもの表情で迎えてくれたのはいいが、文仁と顔を合わせているといろいろと混乱してしまいそうな気がして、明日のためにもさっさと部屋に籠ってしまおうかなとも一瞬考えた。

　でも、ベッドに入る前に温かいインスタントスープくらいはお腹に入れたくて……。キッチンの戸棚から買い置きのコーンスープのカップを取り出し、お湯を注いだ。

　ショップ店員には通常、早番と遅番があるのだが、わたしは店長なのでオールになることが多い。おまけにスタッフを優先するので自分のランチの時間がまちまちになってしまったりして、下手すると食べられないこともある。今日はそんな日で、お腹は空いているのに食欲は無く、なんだかちゃんと食べるのが面倒だった。

「どうしたの？　何かあった？」

（わたし、色んなことが顔に出ちゃうタイプなのかなぁ……）

　昼間は宮島さんに指摘され、夜は文仁に同じように言われ。要するに、職場ではプライベートのことで悩み、プライベートでは職場のことで悩んでいることになる。悪循環だな、と思った。

「何もないけど……。あ、そういえばまた櫻井さんがお店に来たよ」

　わたしは今日のことを軽く話した。櫻井さんがお友達のためにバッグを探しに来たことなど。

　在庫が無さそうだ、ということは言わないでおいた。余計な話だし。

　文仁はノートパソコンを眺めながら、

「そういえば櫻井ゆり子さん、近々アデル・ティエリーとのジョイントコンサートがあるね。連弾がメインみたいだ。ふーん、これ、けっこうビッグな組み合わせだから、クラシックファンは押し寄せるだろうな。まだチケットあるかなあ」

　どうやら、そう言いながら検索しているようだった。

「そうなんだ。じゃあ、その人かなあ、お友達って」

　文仁の後ろから、同じ画面をのぞき込む。そこには、櫻井さんときれいな白人女性が二人で、笑顔でピアノの前に座っていた。

（うわ。本当にピアニストなんだなあ）

　ショップに来てくれる姿しか印象にないのでついそう思ってしまう。

「たぶんそうだろうね。アデル・ティエリーって、最近かなり有名になってきた人だよ」

「そうなの？」

「プログラム、面白そうだ。フランス物がメインだね。これ、チケットまだあるかなぁ……。それにしても、アデル・ティエリーも『カヴァティーナ』のバッグを気に入ってくれたなんて、良かったじゃん」

「う、うん。そうだね……」

（お友達って、そんな有名な人だったんだ……。それなのに、もしもバッグを手配できなかったらどうしよう……いや、そんなことはきっとないよね……）

　なんだかズシン、と気持ちが重くなってきた。不安がよぎる。

（でも、きっと大丈夫。まさか……いくらなんでも、全部出払ってるなんてことはないはず）

　わたしは自分に言い聞かせ、その晩はベッドに入った。










　次の日。わたしはショップの裏側で、真っ青になってあちこちに連絡し続ける羽目になった。

（まさか、って思ったことが現実になるのは、いいことだけにして欲しいよ！）

　そんな都合のいいことは、実際には起こらない。大体の場合は、嫌なことが現実化されるものだ。

　午前中はわたしも接客に入らなければならなかったため、途中休み休みになってしまったが、丹念に連絡し、在庫を調べてもらった。

　もちろん本社にも連絡したのだが、『ルチア』は新作でまだ量産体制に入っていないため、作ってくださっている職人さんの数も少なく、次の出荷までは半月ほどかかるという。

　そうなると、全国どこかの店舗にまだ売れていないものがあることに期待しなければならない。

　まずは近いところから探った。都内にあれば、自分で取りに行ける。ところが銀座店にも池袋店にも無くて、次は少し広げて横浜、大宮、船橋……と次々に連絡したのだが、どこにも在庫がない。

　しかも、定番色ではないミントグリーンが首都圏近郊から出払ってしまうなんて、異常事態に思えた。

　船橋店の店長が顔見知りだったので、事情を話して愚痴ると、

「あー、そういうことだと、今ヤバいかもしれないですよ。実は女子高生モデルの剣崎ハルカが、『ミントグリーンのルチアが可愛い！』ってコメントと一緒に、インスタに画像をあげたらしくて……そのあと一気に、首都圏近郊の在庫が払拭されちゃゃったんですよね。先週のことですよ。剣崎ハルカ、インスタのフォロワー数すごいらしいから」

「ええっ、でもうちは比較的大人向けのブランドだし、価格帯だって女子高生向けとは言えないのに」

「女子高生には親ってもんがいるんですよ。『カヴァティーナ』のバッグなら品もいいし、娘が飽きたら自分が使えばいいかなーって感じで、お母さんが買ってあげちゃったりするんですよ。うちにもそういうお客さんが来て、それで売れちゃったんですもん。ついこの間まで三つもあったんですけけどね、ミントグリーンの『ルチア』」

「そんな話、聞いてなかった」

「うちの広報が絡んでる話じゃないし、本社にもやっと連絡がいったくらいの状況だと思いますよ。わたしも販売のときには事情を知らなかったんですもん。お客様から聞いてわかったんですよ。これから量産するんでしょうけど、今すぐって話だと間に合いませんものね……」

「うわ、どうしよう……。困った……。名古屋とか大阪ならまだあるかなぁ……」

「どうですかねえ、インスタに出たってことは、地域関係ないですからね。早めに問い合わせたほうがいいかもですよ」

（関西なら、知り合いも多いし……ただ、送ってもらうのに日数が……でもまだギリギリ間に合うはずだよね）

　遅番の宮島さんが出勤してきたので、売り場を代わってもらい裏で連絡に専念した。とてもじゃないけどそんな余裕は無くて、ランチは返上した。

　だけど……。

「ええっ。今さっき売れちゃった？　で、もう在庫はないですか？　そうですか……」

　名古屋にも大阪にも神戸にも広島にも、ミントグリーンのルチアはなかった。それならばと宇都宮店、福島店、仙台店に聞いてみたところ、宇都宮にも福島にもすでに無く、仙台店では直前に売り切れたという。タッチの差だったようだ。心の中で地団太を踏んだ。

（仙台にも無いとなったら……あとは札幌か那覇になっちゃうじゃん……）

　日程的にギリギリなので遠方は避けたかったのだが、そうも言っていられなくなってきた。両方に聞いてみたところ、札幌にはすでに無く、那覇店で最後の一個が見つかった。

「すみませんっ、それ、今すぐ抑えてください！」

　必死に訴え、新宿店に送ってもらうように頼んだ。

（今日発送してもらえれば、なんとか間に合う。良かった……）

　ホッとして、その日は早めに帰宅した。










「ただいま」

　家族で住んでいるわけじゃないんだからいちいち挨拶は不要なのかもしれないが、長年の習慣で自宅の玄関をあけるとつい言ってしまう。

「おかえりなさい、乃愛さん」

　瑠衣ちゃんが出てきた。相変わらずきれい。たぶん、ノーメイクだけど。美人はすっぴんでも美人なのだ。

「リビングにいたの？」

「はい。映画見てました」

　みんなで映画チャンネルを契約しているので、最新映画が見放題なのだ。瑠衣ちゃんはひとりでいるときはリビングで映画を見ていることが多かった。

「あのー。乃愛さん、良かったら晩ごはん一緒に食べませんか？」

「え？　わたしと？　英俊くんは？」

「今日、遅いみたいなんです。でも、わたしさっき作っちゃって。文仁さんと違って上手じゃないですけど、良かったらぜひ。誰も食べてくれないと、悪くなっちゃうから……」

　縋るような目で見られてしまい、わたしは頷いた。

「ありがとう、いただくね。じゃ、ちょっと待ってて、部屋で着替えてくるから」

　階段を上がると、家の中はシンとしていて、誰もいないことがわかった。

　どうやら晴彦も文仁もいないようだ。晴彦はいつも大体遅いのだが、文仁がいないのは珍しい。

　部屋着に着替えて下に降りると、テーブルにちらし寿司とじゃこのサラダとお吸い物が並んでいた。

「すごい。和食が作れるんだね」

「そんなことないです。料理、苦手で。上手になりたいんですけどね。煮物はヘタクソなんです」

「きれい。美味しそう。それにしてもこんなご馳走、いいのかな、わたしがいただいちゃって。英俊くんは帰ってきて食べないの？」

「はい。いらないって言われちゃいました。仕事、忙しいみたいで……」

　珍しく、なんだか瑠衣ちゃんの顔色が冴えない。

「そうなんだ……」

「文仁さんも、今日は出張みたいですもんね。沖縄って言ってましたよね、ってことは泊まりじゃないですか？」

「ふうん、文仁って沖縄に行ってるの？　知らなかった」

「えっ、知らなかったんですか？」

　普通に返事をしたつもりだったのに驚かれてしまい、ちょっと戸惑った。

「うん、知らなかったけど」

「そうなんですね。文仁さん、何でも話してるのかと思った。わたしずっと、乃愛さんのこと羨ましいと思ってました」

「えっ。羨ましいなんて、どうして？」

　何もかもに恵まれているように見える瑠衣ちゃんが、わたしを羨ましく思うことなんてあるんだろうか。

「羨ましいですよ！　だって、あんなに愛されて……。だって文仁さん、乃愛さんのためにずーっとこの家に張り付いてるじゃないですか。だから今日は、珍しいなーって思ったんですよね。沖縄じゃさすがに泊まってくるでしょうし、よほど断りきれない出張だったんでしょうね。……それに比べて、英俊さんは……。もう、わたしに飽きちゃったのかなぁ、って思うことけっこうありますよ。前はもっと一緒にいてくれたのに、最近はそうじゃないし……」

（えっ？　……どういうこと？　意味わかんないんですけど……）

　ちらし寿司を食べる手が止まってしまった。何かしゃべらなくてはと思うのだけど、急に言葉が出て来ない。

「そういうことじゃないと思うよ。文仁は出勤しなくても家で仕事ができるって言ってたよ。そんなことより、瑠衣ちゃん……。英俊くんは、本当に仕事だと思うよ？　忙しいことで有名な業界だし、これくらいは普通じゃないかなあ。社会人は仕方ないよ。瑠衣ちゃんに飽きたなんてこと、ないと思うよ。むしろ英俊くんは二人の関係がどんどんよくなって、安定してるって思ってるんじゃないかなあ。二人はとても合ってると思うし、何の問題も感じないもの」

「そう……ですかねえ」

　瑠衣ちゃんの表情がちょっと明るくなった。

（そっか……落ち着いたカップルだと思っていたけど、やはり不安になることもあるのね。瑠衣ちゃんは大人っぽいし、余裕があってすごいなーって思っていたけど、心の中じゃいろいろ考えることもあるんだなぁ……）

　瑠衣ちゃんを励ましたいと思った。

（恋に不安はつきものなんだね。きっと）

　幸か不幸か、男性とのお付き合いが皆無で処女のわたしは、そのへんの悩みをまだ知らないが、不安な気持ちはわかるような気がする。

「そうだよ。何も心配することないと思うよ。あれで英俊くんってすごく真面目そうな感じがするし、派手な業界にいるからって、生活まで派手かといえば、そのへんは別だと思うもの」

　英俊くんは文仁の大学時代の友人だという。わたしは最近知り合ったばかりなのであまりよく知らないが、何度か話してみて、見た目はちょっとチャラいけど根は真面目なんだろうなぁ……と感じていた。

「乃愛さんがそう言ってくださるなら、そうなんですね、きっと……」

　瑠衣ちゃんが笑ってくれて、わたしもホッとした。

「ねえ。ワイン、飲まない？」

「はい！」

　わたしは冷蔵庫から、冷やしておいた白ワインを取り出してグラスについだ。

　二人で乾杯して、楽しく飲んでいると……玄関チャイムが鳴った。

「あっ。英俊さんかな？」

　瑠衣ちゃんは喜んで立ち上がり、玄関に向かったが……帰宅したのは英俊くんでも、晴彦でもなかった。

　すごくびっくりした声が聞こえてきた。

「えっ！　文仁さん、今日は沖縄じゃなかったんですか？　泊まってくるんだとばかり思ってました」

「そうだけど、仕事が終わったから帰って来たんだ。なんでそんなびっくりしてるの？　俺、帰ってきちゃまずかった？」

　文仁はダイニングにやってきて、背負っていたバックパックを降ろし椅子に腰かけた。

　大体いつも、クール目のカジュアルな服装。似合っていてカッコいいけど、最初は（えっ会社にもそれで行っちゃうの？）と驚いたものだ。

「文仁、今日沖縄だったんだね」

　ミントグリーンの『ルチア』の、最後の一個が見つかったのが那覇だったことを思い出しながら、文仁にもワインを手渡した。

「ありがとう。スッキリして美味いな、これ」

　そう言いながら、文仁はテレビをつけた。うちは、リビングに大きなテレビがあり、ダイニングには小さなテレビが置いてある。両親がここにいたころは、お互いに見たい番組が合わないとよくバラバラで見ていたものだ。

「どっかでニュースやってないかなぁ……」

　文仁がリモコンをいじっている。普段は積極的にテレビをつけるほうでもないから、不思議に思った。

「沖縄に行ったのに日帰りなんて、なんだか勿体ないですね。わたしならついでに遊んで来ちゃうのになあ」

　瑠衣ちゃんが言うと、

「でもさ、台風が近づいてるらしいから。それもあって今日中に帰ってきたんだ」

　瑠衣ちゃんへの文仁の返事に、わたしは一瞬、

（あれ？）

　となった。

　次に、さーっと血の気が引くのがわかった。

「台風？」

　小さくつぶやく。

（台風？　台風ってことは）

　文仁がニュース番組を見始めた。ちょうど天気予報のコーナーだ。気象予報士が天気図の側で何やら喋っている。

　わたしは立ち上がって文仁の手からリモコンを奪い、ヴォリュームを上げた。

『フィリピンの東に熱帯低気圧が……台風四号が発生……大型……沖縄上陸の見通し……中心の気圧は……』

「どうしたの？」

　棒立ちになっているわたしに、文仁が話しかけてきた。

「台風……そんなの困るよ……ってことは、明日は飛行機飛ばないってこと？」

「たぶんね。直撃みたいだからなあ。だから俺も今日のうちにと思って帰ってきたんだ。っていうか、どうしたの乃愛さん。顔色悪くなってきたよ」

　那覇店のスタッフは、急いで発送してくれるとは言っていたが……。すでに夕方だったわけだから、今日の便に乗ったとは思えない。

　明日の午前便に乗ってくれたら間に合うだろうとは思っていたが、それが無理だとしたら……

「えー、どうしよう。どうしたらいいんだろう」

　座り込んでしまった。

　わたしの尋常じゃない様子に、二人はびっくりしたらしい。事情を尋ねられ、聞かれるがままに説明した。

「なんでその話、俺にしなかったんだよ。ひとこと言っておいてくれたら今日、ついでに那覇の『カヴァティーナ』からそのバッグを取ってきてやったのに……昨日の段階で、バッグが店舗に無くて心配だって話しててくれたら、途中でどうなったのか連絡するくらい、きっと俺、したのに……」

「でもわたし、今日文仁が那覇に行ってるなんて、知らなかったもの」

　そう言うと、文仁は渋い顔をした。

「そっか、覚えてないんだね。俺、今朝ちらっと話したよ。でも、乃愛さん、俺の話なんかいつもロクに聞いてないんだよな。まぁ、興味がないからだろうけど」

　嫌味っぽい言い方に少々カチンときたが、昨日今日は仕事のことで頭がいっぱいで文仁に関心が薄かったのは本当だ。聞こえていなかったのだろう。

（というよりわたしは、なるべく文仁のことは考えないようにしてるんだよね。だって、考えれば考えるほど、わけがわからなくなってくるんだもの……だってあんなことしたのに、あれからまた知らないふりしてるじゃん）

　あの夜のことなんか思い出したら、わたしは日常生活が営めなくなってしまう。平気な顔で一緒にごはんを食べるなんてこともきっと無理。

（それなのに、興味がないからだ、なんて……）

　内心腹が立ったが、今はそれどころではない。

「困った……」

　テレビのニュースに釘付けになりながら考えた。

　どうやら明日は、飛行機が飛びそうにない。

　必死に計算した。あさって発送になるとして、木曜日に届くかどうか。それも、到着が何時かわからないから、櫻井さんが取りにいらしたときにお渡しできるかどうか危ういところだ。

「こっちからの飛行機も飛ばないからなあ。じゃあ俺が取りにいってやる、とも言えないよなあ。どういうコースになるのかわからないけれど、なるべく逸れてくれるといいんだけどなあ、この時期だからまだそこまで……って思うけど、最近、台風の被害が大きくなっているから……いろいろ心配だよなあ」

　文仁が言うと、瑠衣ちゃんが驚いたような顔で文仁をチラ見して、

「すごい……乃愛さんのためにそこまでする気だなんて……」

　半ば呆れたような風で、感心していた。

「まさかそんなことまで頼めないよ。もしかしたらこの台風が大きくなって、通過する場所のあちこちに被害が出るようなことになったら、それこそバッグどころではないわけだから……」

　わたしが小さく言うと、

「いや、飛行機さえ飛んでいれば可能だよ。範囲は広くても雨風は大したことない、普通の雨程度の台風だってあるし、状況に応じて最善の策を練るのは悪いことじゃないよ」

　文仁はなんでもないことのように言い、わたしはますます混乱してきた。

（なんで文仁ってなんでもしてくれようとするの……？　いや、それより！　どうしたらいいの！）

　人間、切羽詰まると開き直るか、泣くしかなくなる。わたしはテーブルに顔を伏せ、ちょっと泣いた。

　恥ずかしいので隠れたつもりだったが、側で見ていれば丸わかりに決まっていて、

「乃愛さん、大丈夫？　泣かないで。まだ望みはあるよ。それに、演奏会は金曜日だろう？　木曜日に間に合わなければ、金曜日に会場まで届ければいいんじゃないかな。俺、つき合うよ。ねえ、もう泣かないで……。顔、あげて」

　わたしが涙を拭きながら顔を上げると、文仁がボックスティッシュを何枚か引き抜いて渡してくれた。

「乃愛さんってしっかりしてて責任感が強いのはいいんだけど、限界までひとりでがんばりすぎちゃうんだよなあ。最近、勤務時間もかなり長かっただろう？　ちょっと疲れすぎているのかもしれない。無理しすぎは結局、いい結果を生まないことが多いからさ。問題があったらいろいろ共有しようよ。同じ会社のひとたちともそうだけど、俺だって何か手伝えること、あると思うしさ……」

　ちょっと骨っぽい文仁の手が、わたしの涙で湿った両手をそっと包んでくれた。そして見つめ合うと、文仁がそっと唇にキスしてきた。

（あ。キス、した……）

　瑠衣ちゃんはいない。どうやらそっと席を外したようだ。

「乃愛さん、がんばりすぎなんだよ。できるだけお客様の要望に応えたくて、『カヴァティーナ』のバッグを良い形で届けたくて、それでこんなことになっちゃったんだろう？」

「そう……なのかな」

　ちょっとまだ声が元に戻らない。上手くしゃべれない。

　確かに、ここしばらくずっと気を張っていたと思う。店長として転勤してきて、良い結果を出すことに必死になっていた。新しい環境なのですぐには慣れなくて、自分ではまだがんばれると思っていたけど、知らず知らずにいろんなことが積み重なっていたのかもしれない。

「まだどうなるかわからないんだから、対策を考えよう。明日の便に乗ってくれたら、たぶんそれで間に合うけど、そうじゃない場合は木曜日に到着するかどうか微妙になるから、櫻井さんに連絡をしておいたほうがいい。で、金曜日の演奏会のチケットはもう取ってあるから、一緒に行こう。もし木曜にバッグが間に合わなかったら、そのときに持って行けばいいだろ？」

「演奏会のチケットって、二枚取っていたの？」

「そうだよ。興味があったし、もしよかったら一緒に行かないかなぁと思ってたんだ。でもまさかこんなことになるなんて、思っていなかったけど」

「ありがとう。そうさせてくれたら嬉しいです」

「こっちこそ嬉しいよ。乃愛さんはたぶんすごく疲れているから、もう寝たほうがいいよ」

「うん、そうする」

　雨や台風のことを気にしていても、人間がどうこうできるわけじゃないんだから、確かに寝たほうがいいかもしれない。

　わたしはそうっと立ち上がった。すると文仁も立ち上がって、再び抱き寄せられて、キスをした。さっきよりも少し深いキス。わたしは普通にそれを受けた。理由はわからないけれど、前の時ほど緊張しなかった。優しいキスが、とてもうれしかった。

















５・初めてのデート












　明け方、まだ起きるには少し早い時間に目を覚ました。

　窓の外は普通に明るくて、雨が降っているような様子はない。まぁでも、問題は沖縄なわけで……。枕元に置いてあるスマホを弄り、台風情報を調べる。

（やっぱり……）

　気分がガクンと落ちた。台風はある意味順調に、想像通りのコースで沖縄に向かっており、今日のお昼過ぎには上陸するらしい。救いは、予報よりも雨風がひどくなさそうなこと。とはいえど、飛行機はやはり、飛んでいない。

　のろのろと起き出し、階下に降り、洗面所で顔を洗った。昨夜泣いたせいで、少し顔が腫れている。ますます憂鬱になってしまったが、

（今はそれどころじゃないよね）

　必死に髪を整え、メイクを済ませた。

　ダイニングに行くと文仁がいて、カフェオレを出してくれた。

「食欲、ある？」

「ない……」

「無理しないで、これだけでも飲みなよ」

　砂糖入りの甘いカフェオレは懐かしい味がして、少し気持ちが落ち着いた。

「考えすぎても仕方ない。全力を尽くしたら、あとは状況を見て対策を考えるしかないよ。きっと大丈夫だから」

「そうだよね。うん、ありがとう」

　文仁の、理性的だけど優しい言葉に励まされ、少し元気が出た。午前中、売り場で客足が途切れたタイミングで那覇店へ電話した。

　まずは台風の状況を尋ねると、勢いはそこまでじゃないとのことでホッとしたが、ルチアの発送は昨夜の閉店後ではなく今朝になっていたとわかった。向こうも恐縮していたけれど、こちらが無理を言ったのだから仕方がない。

「発送済みということで了解いたしました。今夜か明日朝に飛行機が飛んでくれたら、なんとか間に合いそうですね」

「はい。ただ、台風なんですけど、スピードがかなり遅いみたいなんですよね」

「スピードが遅いと、どうなるんですか？」

「沖縄が暴風雨域にある時間が長くなりますから、その間飛行機が飛ばないってこともあります。下は大したことなくても、上空の風が強いってこともあるらしくて、そのへんを決めるのは航空会社なんで……」

「そうですか……」

　もしも文仁との会話が無かったらパニックを起こしてしまいそうなくらい状況は良くないのに、なぜか気持ちは落ち着いていた。

（そうよね。全力を尽くしたら、あとは対策を考えるしかないんだもん）

　わたしはすぐに、櫻井さんに電話をした。ところが、通じない。

（そういえば、演奏会前の準備で忙しくなるからって、言ってたよね）

　櫻井さんは高名なピアニストなのだ。演奏の直前に、バッグが届くかどうかなんてことで、煩わせてはならない気がする。でも連絡は必要だ。

　わたしは顧客データを探した。

（良かった、櫻井さん、ちゃんと住所書いてくれてる）

　住所等は任意なので、無い場合もある。ホッとした。

　お知らせのハガキを速達で出すことにした。今回の状況を、誠心誠意謝りながらお伝えする文章を書いた。

　住所を書きながら、櫻井さんが世田谷にお住まいだということを初めて知った。

（近くだったんだ！　明日届くといいな、バッグ……）

　木曜日にせっかく来ていただいたのに、バッグが無いということは避けたい。金曜日に会場までお持ちしますと書き添えた。

　祈るような気持で投函すると、わたしはしばし、曇った空を眺め……。いつもの業務に戻った。










　結局、台風は二日間沖縄にいて、そのうちに勢力が収まってしまったらしい。飛行機は水曜日の夜には飛んでくれたのだが、バッグが新宿の『カヴァティーナ』に届いたのは木曜日の閉店間際だった。櫻井さんは訪れなかったから、ハガキを読んだのだろう。

　そして金曜日。早番設定にしていたわたしは、職場を出ると急いで初台に向かった。

（コンサートホールが近くて、良かった）

　プレゼント用に丁寧に包装された『ルチア』の包みを抱えて、初台のコンサートホールに滑り込んだ。こうなることを見越して文仁からチケットを預かっていたので無事に席まで辿りつくことができた。

「無事に来れたじゃん。良かった」

　文仁はもうすでに席にいた。

　まだ、開演まで二十分ある。が、もう二十分しかないとも言える。

　たぶん、すごくいい席。チケットにも、Ｓ席って書いてある。ホール全体から見て、真ん中の少し前のほうで、少し下手側。

「わたし、こんな格好で良かったかな？」

「大丈夫だよ。乃愛さんはいつもきちんとした服を着てるじゃない」

「そんなことないよ。いつも同じ服ばかりになっちゃって、恥ずかしいんだよね」

　そう言いながら、改めて文仁の全身を眺めてしまった。なんだかいつもよりさらにドキドキしてしまうのは、文仁がジャケットを着ているせいかもしれない。黒っぽくてカジュアルなテーラードジャケットに白のデザインシャツ、ボトムはカーキ色のカーゴパンツ……という、きれいめをちょっと崩したようなカッコいいお兄さんスタイルがよく似合っていた。

（お洋服の質も、すごく良さそうだなぁ。ジャケットの生地も……高級イタリアものだよね。靴も、これはかなり……）

　文仁が何の仕事をしているのか、何回聞いてもよくわからないのだが、大学院で人工知能の研究をしていた……というところまではなんとなく知っている。現在は大手のＩＴ企業に籍を置いているのは確かだが、出社する必要のない専門職だということらしい。（ずっと家にいるし、仕事は大丈夫なのかなとか思ったりもするんだけど、この分だとお金には困ってないんだよね、きっと……）

　文仁には謎が多い。ずっと離れていたから、わたしが聞いていないだけかもしれないけれど。それにしても、この気持ちをどうしたらいいのか……。

　もともと拗れていたものが、さらに拗れてしまった気がする。最初は、わたしからキスをした。次は、文仁からキスされた。その後は、もっと……。

　怒っているように見えたり、すごく優しかったり。基本的にはめちゃめちゃ親切で優しくて。文仁はポーカーフェイスなところがある。眼鏡の奥で何を考えているのかよくわからなかったりする。

（でも……ちゃんと考えなくちゃ）

　このままじゃいけないことくらいはわかっている。

　気を取り直して周囲を見回す。きれいで大きなホールだ。クラシックのコンサートが初めてというわけではないが、そんなに機会も無かったので、ここへは初めて来た。

「素敵だよ、乃愛さん」

　ことさらに、ではなく、さりげない響きで言われると余計にドキッとする。小学生の頃までは、弟みたいに可愛いだけの男の子だったのに、いつのまにか成長して、わたしを惑わすようになって。

　本人には自覚は無かっただろうけど、わたしは苦しかった。恋って楽しいものじゃないと思う。本気になってしまえば余計に。叶わないと思うと、恋は苦しいのだ。

　男は、女は、たくさんいるなんて嘘。そりゃ、いるにはいるけど、誰にでも恋心が湧くのならなんの苦労もない。そうじゃないから苦しいのだ。自分には、その相手しかいないのに、その願いが叶わないのだと思うと、めちゃめちゃ苦しい。

　わたしはそこから逃げたのだと思う。就職して、転勤して、遠く離れて。実家にあまり寄り付かなかったのは、自分の気持ちが再び乱れてしまうのが怖かったから、ということもある。いい年をして、年下の幼なじみへの想いを拗らせて未だに処女なのだから。

　だから……軽い感じでわたしに向かって『素敵だね』なんて言えてしまう文仁のことが、少し憎らしかった。

（だって、文仁以上に好きな人なんて、きっとわたしの前には一生出て来ないもん……それなのに）

「ほんと、口が上手いね、文仁は。きっと悪い男なんだろうな。女の子をたくさん、泣かせてるんじゃない？　わたしにでさえ、こうなんだから」

「どういう意味だよ」

　文仁は一瞬口を尖らせたが、開演のベルが鳴って周囲が静まったので、お互いに口をつぐんだ。

　会場が暗くなり、ステージが明るくなる。ピアノリサイタルのステージはシンプルの極みだ。中央にフルコンサートグランドピアノが二台ある。

（お友達と……って言ってたけど、連弾がメインなのかなぁ）

　間もなく、ステージにブルーのシルクのドレス姿の櫻井さんと、シフォン素材のミントグリーン色のドレスを着たアデル・ティエリーが現れた。満員の観客の拍手を受けて一礼すると、すっと左右に分かれて別々のピアノの前に座る。最初の曲は二台ピアノでの連弾曲みたいだ。

　華やかな旋律からバシッとコンサートは始まり、大きな会場にまるで雷のように音楽が鳴り響いた。こんな感覚は久しぶりだった。

（何……この曲……）

　ちらりと今日の曲目が書いてあるパンフレットに視線を落とす。

（ミヨーのスカラムーシュ。すごい。素敵。カッコいい！）

　一気にテンションが上がった。録音じゃない、生の音がぐさぐさ身体に刺さってくる。

　長年、こうやってコンサート会場に来ることなど無かったせいか、乾いたスポンジのようになっていた耳が、一気に刺激されて感覚が持ち上げられるような感じになった。

　櫻井さんとアデルの演奏に、あっという間に引き込まれた。

　次の曲は打って変わってイメージが違い……プログラムを見ると、シューマン原曲でドビュッシーが二台ピアノの連弾に仕上げたカノン形式の曲だった。これはこれで、とてもロマンチックで。

（きれい……）

　まるで心のどこかが空間に飛んでいくよう。

　そして休憩を挟んで、二台のピアノから、一台のピアノでの連弾の部に移った。フォーレのドリー、ラヴェルのマ・メール・ロワ……。ロマンチックで静謐で時折激しくて。

　櫻井さんとアデルの、息の合った演奏が続く。まるで四本の手が絡み合うように動いているのが、ちょうど席から見えた。

（素敵……。なんだろうな……二人がとてもセクシーな感じ……）

　アンコールは、ラヴェルのラ・ヴァルスという曲だった。二人は再び二台のピアノに別れて座り、演奏を始めた。わたしはその美しさ、複雑さ、派手やかさに度肝を抜かれてしまった。

　轟音……とも言えるくらいの音の洪水に包まれていると、なんだか自分がずっと、くだらないことで悩んでいたような気がしてきた。

（わたし、いろいろ考えすぎだったのかな？）

　そんな気もしてくる。

　もし考えなかったら、どうなるんだろう。もし何も、考えなかったら。自分の心に、忠実になるとしたら……。

　音楽が背中を押してくれる、っていうことは、やはりあるのかもしれない。わたしはそっと隣に手を伸ばし……文仁の手の甲に触れた。

　思いがけないことだったのだろう。文仁が一瞬びくっと動いた。でもすぐに、まるで捕まえるみたいに、わたしの手をぎゅっと握った。

　音楽と一緒に……気持が高まっていく気がした。握られている手が熱い。その熱さが、次第に体中に広がっていく。空間からは、言葉にならないような、幸福感と高揚感が押し寄せてくる。

　わたしたちは、アンコール曲の間中、手を握り合っていた。










「どっちかな？」

「うーん、どっちだろ？　きっと、あっちだ」

　よくあんなバカなことをハガキに書いたものだ。クラシック界のスターのコンサート会場で、終わってから本人にバッグを渡しに行きますだなんて。

（わたしってやっぱりバカ……）

　とりあえず楽屋を探そうと歩き回る。持って行っても邪魔なだけの気もするが、アデル・ティエリーが今日明日フランスに帰ってしまうのであれば、やはり早めに持っていくべきとも思う。

（もしも不要なら、持って帰ればいいし……）

　文仁がいなかったらお手上げだった。文仁は要領よく楽屋口を探し出し、付近にいたスタッフらしい女性にわたしのことを伝えてくれた。

「終演後は、お二人は誰にもお会いになりません。が、なるほど、そういうご事情なんですね……。いちおう、お伺いしてきます。ちょっとお待ちくださいね」

　はきはきした雰囲気の女性にそう言われ、やっぱりダメかなあと思いながら待っていると、思いがけなく中へ呼ばれた。

「バッグをお願いしているから、来てもらいたいとのことです。お部屋は、一番奥のつきあたりになりますので、どうぞ」

　ロビーの喧騒は、内側までは響いて来ない。静かな廊下を、緊張しつつ文仁と二人、奥へ進んだ。

（バッグの注文をうけたときは、まさかこんなことになるなんて思っていなかったけど……）

　演奏会に来られて良かった。櫻井さんとアデルのピアノが聞けて良かった。バッグを無事に渡せそうで良かった。全部文仁のおかげだ。

　奥のドアの前に立ち、ノックしてみた。返答が無い。

（ん？　ここでいいんだよね？）

　見回す。もしかして違う部屋なのだろうか。鍵がかかっているのなら開かないだろうと思い、ドアノブを回して引くと、普通に開いた。

「あっ」

　思わず小さな声が出てしまった。背後にいた文仁も、無言だったけど驚いた様子だった。

　でも、櫻井さんとアデルはきっと、もっと驚いたと思う。何しろ二人は、キスしていたから。

　友達同士、って感じじゃない。ただの共演者、って感じじゃない。これは……。

（そっか。そうだったんだ）

　納得した。ピアノ一台での連弾のとき、なんだかセクシーさを感じてしまったことを。

（そういう……ことだったんだ）

　二人はわたしと文仁を見て、慌てた様子で離れた。わたしも一瞬、言葉が出なかった。

　そこは年の功で、櫻井さんが滑らかに話しかけきてくれた。

「あら、ごめんなさい。こんなところまでバッグを持ってきていただくなんて、本当に申し訳なかったわ。ありがとう」

　わたしもホッとして答えた。

「こちらこそ、昨日までに間に合わせることができず、申し訳ございませんでした。遅くなってしまいましたが、ミントグリーンの『ルチア』をお持ちいたしました」

　バッグの包みを手渡すと、櫻井さんは微笑んで受け取ってくれた。そしてアデルのほうを向き、フランス語で何やら語りかけ、そのまま包みを手渡した。

　アデルは喜んで、その場ですぐに包みを開け……。可愛い包みをバリバリに破くその開け方が豪快でなんだか笑ってしまったけれど……。中から『ルチア』を取り出すと、小さく叫んだ。

　わたしには言葉はわからなかったけれど、アデルが喜んでいるのは伝わってきた。ミントグリーンのルチアは、櫻井さんが言った通り、アデルによく似合っていた。

（そういえば、今日のドレス！）

　ミントグリーンは、アデルが今日着ていたドレスの色でもあった。櫻井さんが、どうしてもミントグリーンのルチアがいいと言った理由がわかった。

　櫻井さんとアデルは楽しそうに話している。いつの間にか文仁も会話に入っていた。

（文仁、フランス語もできるんだ。ほんと、なんでもできるんだなあ）

　わたしとは頭の出来が違うといつも思っていたけど、本当にそうだから嫌になる。小さな声で、尋ねた。

「二人は何を言っているの？」

「アデルが櫻井さんにお礼を言ってる。あと、二人でお揃いなのが嬉しいって。かなり、ラブラブな感じだよ」

「そうなのね。良かった」

　櫻井さんがわたしにも話しかけてくれた。

「山崎さん、今日は本当にありがとう。アデルもとても喜んでいます。明日の朝の便で発つので、今日はこのまま二人で成田に移動する予定なの。バッグが間に合って良かった。彼女はさっそく機内に持ち込みすると言っているわ。わたしも一緒に行って、パリにしばらく滞在する予定なのだけど、東京に戻ってきたらまたお店に伺いますね」

「ミントグリーンのルチア、アデルさんに本当によくお似合いです！　こちらこそ、こんなところまで押しかけてしまって申し訳ありませんでした。演奏、とても素敵でした。またぜひ、聴きに参ります」

　精一杯の気持ちを込めて伝え帰りの挨拶をし、文仁と二人で楽屋を出た。出口にはさっきの女性が待っていて、通常の出口じゃないところからの案内を受けた。

　会場の外に出ると、すっかり夜だった。

「なんか、出ちゃったね。駅に行く？」

「ちょっと、歩きたい」

　もっと近くにも駅はあるが、新宿まで歩いても十五分くらいのはずだ。

　梅雨の時期だけど雨は降っていないし、暑くもなくて寒くもない、いい夜だった。

（こんな夜に音楽会に来れて、良かったな……それになんかこれって、デートみたい。こういう感じで二人で歩くのなんて……初めて。僅かな間でも、うれしいな）

　恥ずかしくてとても言えないけれど、こうやって一緒に歩いているとそんな気持ちになる。

　さっきまでは、無事にバッグを届けなきゃいけないという使命感でどこか緊張していたけれど、それが済んで気分がいっぺんにほどけてしまった。

「じゃ、途中で食事して行こうか」

　喜んで頷くと、文仁が歩き出した。

　新宿で働いているけれど、いつもデパートの中にいるせいか、近辺に詳しくない。特に、夜でも入れるお店となると、実はほぼ知らない。

　案内されるままに歩いていると。

（ん？）

　なんだか不思議なところに、ポツンと一軒、明るいお店があった。

　周辺がだだっぴろくて暗い。どうやら、オフィスビルに囲まれたレストランらしい。おまけに隣には小さな森があり、何だろうと思ってよく見たら神社だった。

　都心部に時折出てくる暗くて小さな森は、ほとんどの場合神社だ。昼間はいいけれど、夜はさすがにちょっと一人じゃ入れない感じがする。

　そのすぐそばに、白い漆喰のような壁の建物が立っていた。窓枠が黒く、ドアも黒く、ドアの周りはガラスブロックが嵌っている。

「ここでいい？」

「うん」

　わたしは、文仁と一緒ならたぶんどこでもいい。女子のほとんどはこんな風じゃないだろうか。こういうデートじゃなきゃ嫌だ、素敵なお店じゃなきゃ嫌だ、と思うのならそれは相手のことをそれほど好きではないのだ。でも実際のところ、文仁がそういう意味で『ハズレ』をやらかすタイプかと言えばそれはおそらく皆無なんだけど。

（わたしがハズレをやらかすことは多々あっても、文仁がやらかすってことはないよね）

　理由はわかっている。わたしには余裕がないから。

　わたしは誰かと付き合った経験はないけれど、もういいトシだし、恋というのは、より多く相手を好きなほうが不利なんだろうということくらいはわかる。

　店の中はスカスカでほとんど人がいなかった。でも、店員さんもゆるっといる感じで、のんびりした雰囲気が悪くなかった。

　隅の席に案内されて、Ｌ字に腰掛け、二人で身体を寄せ合ってメニューを見た。

（やっぱり、デートみたい）

　心臓の下あたりがふつふつと温かい。理由のない幸福感は、癖になりそうなくらいに甘い。

　スパークリングワインと、グリーンサラダ、パテ、チーズ、それにイワシと野菜をミルフィーユみたいに重ねて焼いたものを頼んだ。

「美味しい。それに、すごく雰囲気がいいね」

　店内に人がいないからそんなに期待しなかったのだけど、ワインも料理も申し分なく美味しかった。

「ここ、夜の営業が始まったのは最近なんだ。昼はけっこう混んでるんだよね」

「そうなんだ。よく来るの？」

「新宿近辺にしてはうるさくないし混んでないから、たまにランチしたりするかな。近くのビルに関連会社があるんだ」

　文仁の生活の一部がわかって、なんだかうれしい。

　でも……。

「こ、こんな素敵なお店だもん、女の子と一緒だったりするのかな」

　つい思ったことが口から出てしまった。文仁はちょっと面食らったみたいに黙っている。気まずい。

「ごめん、わたし何言ってるんだろ。いいよね、関係ないよね、別に文仁が女の子と来たって。文仁はカッコいいから、女の子の方から誘われることもたくさんあるんだろうし、そ、そんなの、ランチくらいごく普通のことだもん」

「……職場の人たちみんなでとか、複数でってことはあるけど、女の子と二人きりってことはないよ、乃愛さん」

　妙に真面目に答えられてしまい、余計に気まずくなった。

（恥ずかしい……わたし、なんだか間抜け……鬱陶しいだろうな、こういうの……。あ、でも、さっきの、コンサートホール内でのことって、どんな風に考えたらいいんだろう？）

　文仁もそのことに関しては何も言わないし、わたしも言わない。

　あのときの高揚感は、上手く言葉にできない。こうやって少し冷静になってしまうと、やはり自分からは何も言い出せない。

（もう、ぶっちゃけて玉砕みたいなことができる年齢じゃないんだよね……）

　そういうことをするのなら、高校生くらいまでに済ませておくべきだったんだと思う。でも家も隣だし弟の友達だったりで、とてもじゃないけどできなかった。

（でも、このままじゃ……）

　せっかく二人きりで素敵なお店で食事をしているのに、何を話したらいいかわからなくなって黙りがちになってしまった。

「乃愛さん、今日のバッグも可愛いね。服にも合ってる」

　たぶん、そんなわたしを気遣ってくれたのだろう、文仁がさりげなく話題を変えてくれた。

「あ、そう？　ありがとう」

　わたしは『カヴァティーナ』の人間だから、バッグを褒められるのはいつも嬉しい。洋服も、常にバッグに合うような、ちょっとコンサバでかつ甘めのファッションを心がけている。今日はライトグレーのフレアワンピースに、サックスブルーのショルダーバッグを持っていた。

「それ、もちろん『カヴァティーナ』のでしょ？」

「うん、このバッグ、わたしもすごく気に入ってる。でも廃版になっちゃったんだけどね……」

　サックスブルーの『スザンナ』は、入社してすぐに配属された企画部で、開発に関わったバッグだった。小さめＡ４で、オンでもオフでも使えるように、仕事場でも浮かず、プライベートでは可愛く持てる、デートにも使える……ということを目指し、とても可愛く仕上がったのだが、結果的には売れ行きがイマイチで、廃版になってしまった。

　おそらく、理由は重さだったろうと言われている。デザインを重視したために可愛い金具を使ったり、革も二種類を組みあわせたり、使いやすいようにとあおりポケットも作ったりして、工夫したつもりだったのだけど、そのせいで重量が多少出てしまった。小さめＡ４というのはちょうど通勤に使いやすい大きさとあってお客様は手に取ってくださるのだが、

『うーん。わたし荷物多いほうなんですよねえ。スマホに長財布でしょ。お弁当と、Ａ４ファイルと、タブレット、あと充電機器も必須だし。全部入れたらかなり重くなっちゃうよねえ。バッグそのものは軽いほうがいいかなぁ』

　ということになり、見送られることが多かった……と現場の販売員からの報告を受けている。

　確かにあの頃、わたしはまだバッグ屋としては未熟だった。社会人としての生活も身についていなかった。『通勤に使うバッグがエレガントだったら素敵』という、ただそれだけの勢いで突っ走ってしまった。日々の通勤は生活そのものだから、より負担がかからないものということを前提にエレガントを考えなければならなかったのだ。

　大事なのはコンセプト、そしてそれを必要としている女性を具体的にイメージすること。そこを掘り込まないと、売れるバッグにならない。

　わたしは文仁に促されるままに、つらつらとそんな話をした。

「ふうん。勉強になるよ。バッグのことをそんなに真剣に考えることってないからね。それに、男はあまりバッグの重さとか考えないし。それよりもやっぱりデザインとか品質とか使いやすさを重視するからね」

「メンズの場合はそうなんだよね。でもレディースはやっぱり、重さってけっこうあるんだよね。うちみたいな年齢層が広めのブランドは、特にそうなの。それでいて品質もデザインも手を抜けないから、大変」

「でもさ、やっぱりそのバッグは、俺にはとても素敵に見えるな。だからきっと、すごくいいバッグなんだよ」

「ありがとう」

　慰めてくれてるんだろうなと思いつつも、そう言ってもらえるとやはりうれしかった。

　それでふと、思い出した。『スザンナ』を開発していたときに、考えていたことを。

　コンセプトの中に、『仕事が終わってから恋人とデート、という日に持ちたくなるバッグ』というのがあった。

　周囲の先輩女性たちや同期の女子たちは、具体的な恋人を想定していたようだったのだけど、わたしにはそんな存在はいなかったので、いつも文仁とのデートを想像していた。

　仕事のあと、文仁と待ち合わせして、映画や食事……。『スザンナ』と一緒に……。そんなロマンチックな情景をわたしはあの頃、よく思い描いていた。

（夢で終わる、って思ってたけど）

　今、目の前には文仁がいる。仕事が終わって、お洒落なレストランで食事をしている。傍らにはお気に入りの『スザンナ』がある。

（あれ？　わたしの夢、今、叶ってる！）

　いきなりそう気がついた。夢は叶った後になって気が付く……ってどこかで読んだ気がするけど、こういうことを言うのかもしれない。

　そう気が付いた瞬間に、高揚感や、それに伴う緊張感がすっと消えた。

（夢が叶ったんだから、もう、いいのかも。きっとこれでわたしは、文仁を吹っ切れる……はず）










「ごちそうさまでした」

　スパークリングワインのおかげか、ちょっとフワッとした感じになって、お店を後にした。

「大丈夫？　乃愛さん」

　デキャンタで頼んでいたのだけど、わたしが殆ど飲んでしまったように思う。人間、どこか緊張していたりすると、余計に飲んじゃうことってあるのだ。

　とはいっても、右も左もわからなくなるまで飲んだわけじゃないので、わたしは明るく答えた。

「大丈夫！」

「……足元、怪しいね。ちょっとそこで休む？」

　顔を上げると、神社の入り口があった。夜なのに？　と思ったけれど、文仁に促されるままに石段を登った。

　都心の神社だから、夜でも真っ暗……というわけではないけれど、それなりに暗い。

　二人だから別に怖くはない。でも無数に生えている木からは、何かの気配がした。

　そう言うと、

「生き物の気配だろうね。きっとこのへんのカラスや、スズメの寝床だと思うよ」

　文仁はあっさり答えた。

「そっか……」

　妙に納得する。そう思えば怖くはない。

「カップルが来るようなところじゃないから、覗きもいないだろうしね」

「えっ、覗き？」

　そっちの可能性は頭に無かった。

　階段を登り切ると、そこには小さなお堂があって、小さな水飲み場とブランコ、そしてベンチが二つあった。

「こんなとこまで来ちゃって、無邪気だね、乃愛さん……」

　スッと手を取られた。

（え？　お店では、そんな雰囲気じゃなかったのに。どうして？）

「あっち、座ろう」

　引っ張られるようにベンチまで行き、並んで腰かけた。

「こんな無邪気なのに、これまで襲われてないのは奇跡。俺の念力が関西まで届いたのかなあ。だとしたら俺、怨霊並みだよな……」

「どういうこと？」

「どういうことって。こういうことだよ」

　文仁の手が伸びてきて、わたしの頬を包み込んだ。一瞬見つめられたかと思うと、顔が近づいてきて、思わず目を閉じた。

　啄むようなキスが、何度も唇に降ってくる。夢中で受け止めた。夢はもう叶ったはずなのに、まだもう少し続きがあるらしい。

　文仁の手が下がり、肩や腕を撫でる。触れられたところがまるで鳥肌が立つみたいにゾクゾクして、身体の奥まで震えるような感じに襲われた。

「んふ……あ……ん」

　体がくったりと柔らかくなり、無意識に口が開いてしまい……。唇の隙間から文仁の舌が入り込んでくる。まとわりついてくる舌の感覚に、

（ダメ……こんなことしちゃったら、わたし……）

　頭のどこかで、そんな風に思っていた。

　四回目のキス。一回目はわたしから、唇を押し付けただけ。でも二回目も三回目も、文仁から。

（もしかして……復讐されてるのかな）

　そんな風にも思ってしまう。弄んだ罪。からかった罪。本当は、違うのに。

　文仁のキスは、わたしのキスとは違う。目的が定まっている感じ。身体の奥底に眠っている快楽が、呼び覚まされる。それはもしかしたら、起こしちゃいけない感覚なのかもしれない。

（もう、ここまで来ちゃったら、ここで止めちゃいけないのかな）

　そんな気もする。

　熱い舌が口の中で這い回る。わたしから絡めると、ちゅっと吸われるようにキスされた。そのまま、舌の裏側をねっとりと動かされ、知らなかった感覚に戸惑いながら、わたしはどんどん溺れていった。

「んっ……ふ……」

　とうとう、何かのタガが外れた。わたしはもっと深くキスがしたくなり、腕を文仁の首に回した。文仁もわたしの背中をしっかり抱き締めてくれた。

　喉の奥から、声にならない声が出てしまう。そのたびに髪や背中を撫でられて、現実感が抜けていく。

　文仁の舌をわたしも味わう。自分のものより厚い。文仁は男なんだ……と改めて思った。

　長いのか短いのかわからない。たぶん時間なんて関係なく、そこだけが濃くなっている瞬間。

　夢中なまま過ぎて……。ふと、唇が離れた。

「乃愛さん……」

　文仁と見つめ合うと、なんだか文仁の顔も上気しているように見えた。

（今なら……言えるかも）

「あのね、文仁」

「何？」

「わたし、今日、帰りたくない」

　文仁はちょっと驚いた風だった。

「いいの？　本当に？」

「うん……」

　とてもじゃないけど、これ以上のことは言えない。わたしとしてはかなり勇気を振り絞っていた。

「わかった」

　文仁はわりとはっきり言ってくれて、わたしとしてはその『わかった』がうれしかった。

















６・今日という日












　タクシーで移動した先は、いわゆるラブホテル街だった。手を繋いで歩いた。

「こんなところじゃ、嫌かな。でも、この時間からだと、それなりのホテルで、空いてるところを探すのはけっこう時間がかかっちゃうから。それでまた新宿なら、こういうホテル山ほどあるからね」

　文仁はそんなことを言いながら歩いていて、わたしはなんだか顔も上げられない。はっきりいって、どこでも良かった。

　そりゃ理想を言えばもっと素敵なところで、とか、彼の家で、とかあるけど、住んでいるのは実家だし、今日はわたしのせいでたまたまこうなってしまったわけで、贅沢など言っていられない。

「ここでいいか。きれいっぽいし」

　手を引かれて入ったところは、想像したよりも普通な雰囲気だった。

　シンプルできれいなインテリア。ちょっと普通と違うのは、壁に各部屋の写真パネルが貼ってあるところ。こういうところが初めてなので知らなかったけど、イメージだともっと派手っぽい感じなのかと思っていた。

　文仁が部屋を選び、一緒にエレベーターに乗る。エレベーターの中でも手を繋いだままで、廊下に出たらとても静かで。文仁の後ろについて部屋に入ると、扉を閉め、パンプスを脱いで上がった。

　物珍しさに、なんとなくキョロキョロしてしまう。

　ベージュのリネンで整えられた大きなベッド。ソファ。冷蔵庫。洗面所がきれい。お風呂とトイレもつい覗いてしまった。広くてきれい。でも、なんか暗い。窓がないみたい。

（窓がないところって、なんだか窮屈だなあ）

　でも、その雰囲気が淫靡と言えないこともない。まるで穴倉にいるような感覚になる。

　文仁はというと、ベッドの端に腰掛けてわたしを見ていた。

「こういうところ、珍しい？」

「え？　う、うん……」

「過去の恋人が『ひとりやふたり』じゃないなら、こんなところ珍しくもなんともないはずなんだけどね」

「もう言わないで……」

「わかった。大丈夫、知ってるから。俺をさんざん焦らして、いじめたから、ちょっと意地悪言っただけだよ。ごめん。……こっちにおいで」

　少し離れた場所で向かい合っていた。わたしはゆっくり前に進んだ。手を伸ばせば届くくらいの場所で、捕まえられて、そのままベッドに倒された。文仁がわたしの顔の横に手をつき、見下ろしてくる。どこか静かな表情だった。一瞬目が合ったけど、次の瞬間にはもう唇が降りてきた。最初からどこか、激しかった。

（これが、本番前のキスなのかなぁ……）

　いろんなことが初めてで、どこか面食らっている自分がいた。でもすぐに巻き込まれてしまった。

　すぐに舌が差し込まれる。これまでの何度かの経験で、多少受け入れるのが容易くなった気がする。

　文仁の手が服に伸びてきて、背中のファスナーを降ろした。ワンピースなので、剥ぎ取られてしまうと一気に下着姿だ。

（恥ずかしい……）

「冬じゃなくて良かったよ」

「え？」

「たくさん脱がさなきゃならないだろ」

　わたしは余計なことを考えるなんてできないのに、文仁はずいぶんと余裕があるんだなあと思った。

（それとも、男の子ってみんなこうなのかなぁ……）

　ストッキングはまだ履いていたけど、ブラジャーとショーツとスリップだけの姿になってしまった。

「替え、持ってきてる？　ストッキングの」

「無い……」

「じゃ、破いちゃまずいな。自分で脱いで」

（あ、そうか）

　それもそうだと思い、黙々とストッキングを脱いだ。

「ついでに、下着も脱いでよ」

　なんだかだんだん、バカにされているような気がしてきた。ちょっと不機嫌になると、

「どうしたの？」

　不思議そうに尋ねられてしまった。

「だって……」

「ごめん、脱がせて欲しかった？　でも……俺、興奮して焦っちゃって破ったりすると悪いし……」

「ぜんぜん、そんな風に見えない。興奮してもいないし、焦ってないじゃん」

「そう見えるの？」

　文仁は意外そうに言った。

「俺、今、かなりヤバいことになってるのに……。俺の気持ちなんて、乃愛さんはほんと全然わかってくれないんだもんな」

　ベッドの上にぺたんと座っている側に文仁が来て、スリップの細くて華奢な肩紐をそっと下ろし、ブラジャーのホックを外した。わたしは戸惑いながらもじっとしていた。胸がぽろんとはだけると、文仁が息を呑んだ気配がして、再びそのまま倒された。

「もう……ほんとヤバい……超うれしい……」

　そう言いながら、文仁はわたしの乳房を掴んで持ち上げ、乳首をしゃぶり始めた。その荒々しい動作に、わたしはびっくりしながら飲み込まれてしまった。

　先端を舐りながら、時折軽く歯を立てる。

「あっ、あっ……」

　身悶えしていると、次第に乳首をしゃぶる舌の動きがゆっくりになってきて、硬くなった乳首の回りを遠回しに刺激されると、気持ち良さに耐えられなくなってきた。

「ん……あ……あぁ……」

　我慢しようと思っても声が漏れてしまう。どうにかして身体を捩って逃げようとするのだが、文仁の腕がわたしを抱くように捕まえているので逃げられない。

「可愛いよ乃愛さん……」

　文仁の声が、いつもと違って甘くなる。

「あ……ん……文仁……お願い……」

「何？」

「乃愛、って呼んで……」

　わたしが文仁を見つめると、文仁のわたしを愛撫する動きが一瞬止まった。

「いいの？　もう、ヤバい俺……。そんな潤んだ目で見つめられたら。乃愛……」

　文仁の声が、ちょっと上ずっている。

「乃愛……本当にいいの……？　このままだと、やられちゃうよ？　俺、もう我慢できる自信ないから……」

「いいよ、文仁。わたし、そのつもりで来たんだもの」

　キスされた。わたしも文仁の首に手を回す。舌の根本まで探り合い……。文仁のキスが首筋に下がってきた。手はわたしの左胸を愛撫しつつ、脇腹や下腹部もそっと撫でた。文仁の体があるので、両脚はすでに広げられているのだけど……。

　ショーツの淵に指がかかり、ちょっとビクンとした。もう、下腹部も、ヴァギナの中も、熱かったから。

（どうしよう……）

　恥ずかしさに居たたまれない感じと、それでも興奮してしまう自分と。喘ぎながら、少しでも脚を閉じようとするのだが、できるわけがなくて。脇腹を舐められながら、思わず背中をのけ反らせた。

「あっ、あぁっ……」

　その動きと一緒に、するりとショーツが脱がされてしまった。裸の自分が頼りなくて、思わず両手で顔を隠してしまう。

　脱いでいる気配を感じた。お酒を飲んで、食事をして、全裸でラブホテルにいて、もう途中まで進んでいて、自分が後戻りのできない場所にいるのだ、ということはなんとなくわかる。

「乃愛……」

　文仁が再びわたしの体の上に来た。胸に軽く舌を這わせたかと思うと、どんどん下がっていく。

「や……あ」

「足、閉じないで。力抜いて」

　文仁がそう言いながら半ば強引にわたしの両脚を開いた。恥ずかしさでジタバタしてしまうが、がっちりと抑えられてしまい逃げられない。

（子どものときは、文仁は華奢で、わたしのほうがずっと強かったのに……）

　可愛かった文仁を、乱暴ないじめっ子から守ったことだってある。一緒にピアノを聴き合ったり、勉強を教えたことだって、小学生までならある。高学年のとき、初めて自分で作ったドーナツを食べてもらったのも、そういえば文仁だった。そんな昔の思い出が走馬灯のように頭の中をよぎった。

（その、文仁と……今。弟みたいだったのに、次第に意識しちゃっていて、そんな自分が恥ずかしくて……）

　子供の頃の三歳差というのは大きい。わたしはいつも文仁の『お姉さん』だった。そうあるべきと思っていた。それなのに。

「や、やだぁ、それはほんとにダメぇっ」

　わたしはまだジタバタと暴れていた。だって……。

「だから動かないで、って。あー、すごい。めちゃめちゃ濡れてる」

　開かれて、観察されている。一番恥ずかしい部分を。

　もちろんこんなの生まれて初めてのことで、しかもその相手が文仁だなんて、頭がどうかなりそう。

（セックスって、こういうことなの？）

　こんな、恥ずかしいものだったなんて。好きな人の前に、全部、出しちゃうなんて。

「いやっ……」

「なんで？　乃愛のここ、きれいだよ。びしょびしょに濡れて、お尻のほうまで垂れてる……」

　胸が詰まってくるくらい、恥ずかしかった。

「いやだぁ……」

　とうとう泣き声が出てしまう。

「なんで……大丈夫だよ。俺には、全部見せていいんだからね。乃愛の恥ずかしいところ、いっぱい、気持ち良くしてあげるから」

「あ、や、いやぁぁ」

　文仁の顔がヴァギナに近づき……そこをペロリと舐めた。

「あぁぁっ……」

　入り口の花弁を捲るように、内側に舌が入り込んでくると、そこからトロっと蜜が流れ出した。すでに溢れているのに、さらに周囲を濡らしていく。

　文仁はそれをさらに掬うように、ぐちゅぐちゅと音を立てて舐めながら、さらに内側に舌を滑り込ませチロチロと動かした。たまらなくて、身を捩った。すると再び外側の花芯に戻って周囲を押すように舐めたり、そっと唇で挟んだり。繰り返し、繰り返し……。

「あっ、あぁぁっ、は、はうぅっ……。んっ、んぅ……」

　ぐじゅぐじゅになっているに違いない花弁の奥に、文仁の指が差し込まれた。最初は一本、それでもきつかったけれど、舌で花芯を嬲られながら。ビクビク感じるたびにヴァギナが緩み、狭い膣内をかきわけるように二本目の指も入った。指はそっと内側を撫で、押されると感じる箇所を探り当てると、そこを丸く撫でるように動かした。

　内側と外側と、じわじわと広がる甘く切ない刺激に、奥までカァっと熱くなってくる。自分では制御できない。太腿を伝う蜜の感覚が恥ずかしくて、涙が出そうになってしまった。

「ああぁっ……も、もう、だめぇ……」

　執拗に花芯をねぶられ、内側を探られ。そのうちに、ぐうっと子宮が上に引き上げられるような感覚に陥った。足に力が入らなくなり、ぎゅうっと奥が収縮する。じわ、と内側から生温い液体が溢れ……。わたしはビクビクと痙攣し、達してしまった。

「イッちゃうの早いよ、乃愛。まだ処女なのにね」

　ぐったりしてるので、からかわれても何も言えなかった。

「こんな……恥ずかしいよ、わたし……」

「恥ずかしくなんかないよ。普通のことだよ。気持ち良くなって欲しいと思ってやったんだから、感じてくれて嬉しいよ」

「そう……なの？　文仁も嬉しいの？」

　文仁も、喜んでいるってことなんだろうか。

「乃愛って、時々不思議なことを言うんだよなあ。嬉しいに決まってるじゃん。さて、じゃあ……」

　文仁がボクサーパンツを脱いだ。恥ずかしいので、あまり見ないでいたのだが、そうも言ってられなくなった。

（なんか……すごい……）

　ふと興味が湧いて見てみたエッチな動画などで、勃起したペニスを見たことがあるくらいで、本物を見るのは初めてだ。見慣れないこともあってなんだか直視できない。

（あれを、どうするの。まさか……）

　起き上がろうとすると、肩を押され、ベッドに倒された。

　そして。そのまさかに決まっていて、文仁はいきり立った熱いものを、わたしの入り口にあてた。

（やだ、怖い……）

　息を呑んでしまう。ちょっと震えてしまった。

　文仁はというと、そんなわたしを見て、頬に優しく触れた。

「大丈夫だよ。たぶん緊張した方が痛いから、なるべく力抜いて。俺に任せて」

　自ら望んでここに来たんだからと、何度も自分に言い聞かせる。

　たとえどんな結果でも、後悔しないことだけはわかっている。

　そうじゃなかったら、いくら好きでも、男の子の前でこんな格好に、わたしはなれない……。

　文仁は入り口の花弁のあたりをペニスで数回擦った。ぐちゅ、と音がして蜜を纏わせているのがわかる。そして花芯のあたりにそっと指を滑らせ、軽く刺激した。

「あ……」

　ぐちゅん。

　再び数度、入り口をペニスで擦り、軽く頭の部分をはめ込んだ。息が詰まった。

「い……いや、怖い……」

「まだ、大丈夫でしょ？　力抜いて。いっぱい気持ち良くしてあげるから……」

　それ以上は痛いという部分まで入れて、軽く抜き差しされると、少し落ち着いて息ができるようになった。

　奥から蜜が滲み出て、ぬるぬると滑り込むような感じに深くなっていく。それでも、少し進むたびに、身体の奥が広げられる感覚に喘いだ。

　恐怖……痺れ……刺激……興奮……すべてを含む複雑な感覚。

　それでも、奥に感じる甘い疼きは、やっと文仁を迎えることが出来た喜びのせいではないか……。

「んっ……」

　圧迫感がすごい。きっと、この楔を抜いてもらったら楽になれる……。そう思うのだけど、そうじゃなくて打ちぬいて欲しいのだという思いもある。頭も感覚もごちゃごちゃして、何も考えられなくなった。
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「きっつ……」

　文仁がつぶやく。

「でもすごい……絡みついてくるよ。乃愛の、ここ……」

　表情や声で、文仁も欲情しているのだとわかった。

（嬉しい……）

　文仁がわたしで、興奮してくれること。曲がりなりにも抱きたいと思ってくれたこと。わたしの『初めて』を文仁と迎えられたこと。

　すべてが、嬉しいと思った。

　だから。

「もう……一気に……」

「ん？」

「大丈夫……痛くても、我慢するから、お願い、もう……来て……」

「乃愛……」

　文仁が唇を重ねてきた。優しいキス。唇を優しく愛撫するような。

「もしかしたらこれ以上は、ちょっと痛いかもしれない。でも、乃愛がそう言ってくれるなら……」

「大丈夫……」

　ぐっ、とさらに押し込まれ、広げられた。

「はぅっ……」

　必死に肩で息をすると、文仁が切なそうに言った。

「乃愛……乃愛さん……。ねえ、俺のこと、好き？」

　身体が限界まで耐えようとしている、その瞬間に、あまりにも意外なことを言われて、わたしは混乱した。

「え？」

「俺のこと、好きなの？　俺は……そうじゃなかったら……」

「何言ってるの？　わたしは文仁のことが好きだよ。ずっと前から、ずうっと、好きだったの。だから……誰ともしてないんじゃん。子供の時から、気が付いたらもう文仁が好きで、文仁じゃない人にときめいたことなんかないんだから」

　言いながら、夢中だった。きっと今じゃなきゃ言えない、そう思った。

「そうなの？」

「そうだよ。だからキスしちゃって……文仁そのつもりないのに……ずっとごめんって思ってた……」

「何だよ、それ。俺がどんなに……どうして最初から言ってくれないんだよ」

　文仁は絶句してしまっていた。信じられないようなものを見る目でわたしを見ている。

「だって、言えなかったんだもん。いろんなことが、崩れちゃいそうで。それに、怖くて……」

「最初のキスのずっと前から、俺も乃愛さんが好きだったよ。だからあの時、うれしかったのに、忘れたふりされてさ……すごくつらかった。子供の頃は頼ってばかりで、一緒にいるとうれしくて、そのうちにいつのまにか好きになってた。嬉しいよ、乃愛さん。……もう我慢できない。わかった、覚悟して」

　次の瞬間。

　突き刺さっていた欲望の塊が一度引き抜かれたかと思うと、一気に打ち付けられた。

「あ、あぁぁぁぁっ」

　思わず悲鳴を上げる。痛い。めちゃめちゃ痛い。息ができないくらい痛い。

（でもこれはきっと、必要な痛み……）

　喘ぐとキスされて、舌の根本までぐちゅぐちゅと探られながら、さらに奥までペニスが押し込まれる。想像以上の激しさに、気が動転してしまった。

「ふぁ、はぁぁぁっ、んぅっ……」

　暴れて逃げようとしても、がっちり抱き締められた状態で、奥まで打ち込まれ、口の中を蹂躙されていて、何もできないし、どこにも行けない。

　さらに、とどめのように何度も抜き差しされる。衝撃でもう、言葉を発することはできず、文仁が激しく腰を動かすと、繋がっている部分が潤い、卑猥な水音が響いた。

「あっ、ああああっ、……んっ……あ、あ、んんんっ」

　文仁は奥まで貫き、そのまま広げるように動かした。段々と痛みが薄れてくると、代わりに違う感覚が上ってくる。

「乃愛……もう、俺のものだからね……やっと、夢が叶った」

　文仁のつぶやきが、朦朧とした頭に響いてきた。

（どういうこと……？）

「乃愛は絶対、俺のものなんだって、ずっと思ってたんだ。でも、逃げられてる感じで、はっきりしなくて。でも乃愛も、俺のこと好きかもしれないって気もして、何度も迷って……。どれだけ苦労したと思ってんの？　乃愛……もう、絶対に離さない。愛してる……」

「文仁……？」

「好きだよ乃愛……うれしい。今まで生きてきて、最高に幸せな日だ。きっと永遠に、今日のこと忘れないから。後悔させない。幸せにする……」

　まるでうわ言のように続く文仁の言葉を、わたしは気を失いそうな体の痛みや変化と、眩暈がするような幸福感の中で聞き続けていた。

（文仁も、わたしのことが好きだったの？　ずっと昔から？）

　ただひとつ、わかったのは、わたしにとっても、今日という日がこれまで生きてきて一番幸せな日なんだという、シンプルな答えだった。

「文仁……文仁……」

　名前を呼び手を伸ばすと、その手を文仁がぎゅっと握った。

「好き……」

「俺も……大好きだよ乃愛……くっ……」

　数回激しく動かされ、ペニスが最奥に叩きつけられ、爆ぜた。膜越しに温かいものが放たれたのを感じる。

　そして……。文仁がどさりと身体に覆いかぶさってきた。

　その身体を抱き締めながら、わたしは身体に押し寄せる震えるようなうれしさを持て余していた。

















７・夏の出発












　八月、お盆も過ぎた大安のある日。

　まぁ、大安はどうだっていいといえばいいんだけど、カレンダーを見たらそうだった、というだけ。

　山崎家のダイニングテーブルに、今日は全員が揃っている。土曜日の、爽やかな朝だった。

　どうやら夏日になりそう。仕事は休んだ。

　大振りのグラスになみなみとつがれたジンジャーエールが、みんなの前にひとつずつ置いてある。

「もー、こんな鈍感な人、初めて見たと思いましたよ」

　瑠衣ちゃんがクスクス笑いながらそう言うとみんなが同意し、

「そうだよ。あんだけ分かりやすく、みんなで二人をくっつけようとしてたのになあ」

　英俊くんも言い。

「俺なんか、乃愛ちゃんが転勤で東京に戻ってくるって言ったら、文仁に必死の形相で頼み込まれてさ。シェアハウスってことにして、ここに住ませてくれって。自分だけじゃおかしいからって英俊くんまで誘ってさ。瑠衣ちゃんにしてみりゃいい迷惑だよな、せっかく恵比寿で同棲生活してたのに、こんなとこでしばらく暮らせって言われたら。ほんと、超参ったよ。嫌だとも言えないじゃん、昔から文仁が乃愛さん乃愛さんって騒いでるのは知ってるし。俺からしたら乃愛ちゃんの一体どこがいいのって感じだったけど」

「晴彦、あんたの意見は余計だよ」

　どうやらこの生活は、わたしが東京に戻ると決まったときから始まった、即席のルームシェア生活だったらしい。わたしはすっかり騙されていたのだ。

　不機嫌に言うと、文仁がまぁまぁ、と割って入ってきた。

「結果的に上手くいったんだから、いいじゃん。俺の計算勝ちだね。今回はもう、絶対になんとかしようと思って俺もなりふり構ってなかったし」

「ほんと、そうですよねえ。わたしなんか、もう感動しっぱなしでしたよ。いませんよ文仁さんみたいな人。あの一生懸命さ、一途さ！　実に素晴らしかったです。英俊くんにも見習ってほしいです」

「なんだよ、俺を引き合いに出すなよ。俺だってけっこう尽くしてるだろ！」

　英俊くんと瑠衣ちゃんはそんなことを言いながらもじゃれ合っている。わたしはツッコミを入れることもできずに、みんなの話を聞いていた。

（わたしにだって、言いたいことは山ほどあるんだけど……でも、総合的にはみんなの言う通りなのかなぁ）

「それにしても、俺だけこの家に取り残されちゃうのかよ。なんだかつまんないな。みんなで暮らすのけっこう楽しかったのにな」

「晴彦は相手がいないんだから仕方ないじゃない。親もまだぜんぜん戻る気ないみたいだし、さっさと彼女でも作ってここで暮らせば？」

「ほんと、乃愛ちゃんってひとのことだと思って現金だよなあ。自分さえ良けりゃいいのかよ。こんないい弟なんだから、ちょっとは優しくしろよ。はいはい、まぁ、せいぜい楽しんで。俺はここでひとり、実家を守ります」

　晴彦がおどけたように言った。こいつはこれでいいやつなので、可愛い彼女ができるといいなあと、姉としては本当に思う。

　今日は引っ越しの日なのだ。英俊くんと瑠衣ちゃんは恵比寿のマンションへ戻るらしい。そこは英俊くんの持ち家だそうだ。

　わたしと文仁は通勤を考えて、新宿御苑の側にマンションを借りた。

「晴彦、ごめんね、いろいろありがとう。大丈夫、ときどき文仁と遊びに来るよ」

「ほんと、楽しかったです。じゃあね！　また近々みんなで集まりましょう。わたしバーベキューとかしたいな！」

「いいね、それはもう、絶対！」

　口々に言い合った。

　短い間だったけど、楽しいルームシェア生活だった。でもこれからは、もっと楽しくて幸せな日々になる……はず。

　玄関の外に出ると、かぁっと暑くて、一気に汗が噴き出てきた。

　駅までの道を歩きながら、現実に頭を巡らせる。

「あっちの部屋、今日からエアコン使えるよねえ？」

「たぶん……」

「もし使えなかったら、部屋で寝るの無理じゃない？　熱中症になっちゃうよ」

「んー。そしたらどっか行けばいいよ。またラブホでも行く？」

「えー。あそこはもう、いい……」

「そう言うと思った。ま、片づけ終わったら何か美味しいものでも食べに行こうよ」

「賛成！」

　青い空、白い雲、夏だ。もう、めちゃめちゃ夏。幼児が外で遊んじゃいけないレベルで、東京の夏は暑い。特に午前中の日差しは殺人的だ。

　でもそんな暑すぎるくらいのカンカン照りの太陽が、まるで二人の出発を祝福してくれているように、わたしには感じられたのだった。
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